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OPEX Corporation 企業情報
OPEX Corporation は、 機械メ ーカーの枠組みを超えて、 お客様の未来のために常にテ ク ノ
ロジーを再構築し ています。

当社は革新的な手法によ り、 お客様が現在および将来の差し迫ったビジネス課題を解決す
るための独自の自動化ソ リ ューシ ョ ンを設計し ています。 拡張性に優れた当社の倉庫、 文
書、 メ ール自動化ソ リ ューシ ョ ンは、 ワーク フ ローを改善し、 変革を加速させ、 イ ン フ ラ
の効率化を促進し ます。

弊社は家族経営の組織で、 1600 名以上の献身的な社員が日々産業の変革に貢献する製品の
革新、 製造、 設置、 保守に従事し ています。 当社はお客様の声に耳を傾け、 お互いを尊重
し、 自動化ソ リ ューシ ョ ンによ って未来を再構築するために力を合わせています。

OPEX は次世代のオー ト メーシ ョ ンそのものを体現し た企業です。
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OPEX へのお問い合わせ

技術サポー ト :

OPEX 技術サポー ト
1224 N Church Street
Moorestown, NJ 08057 USA

南北ア メ リ カ ： 1 800.673.9288 または 856.727.1950
ヨ ーロ ッパ、 中東、 アフ リ カ ： +1 800.673.9288
オース ト ラ リ ア ： +1 800.945247
Service@opex.com

製品のモデル名と シ リ アル番号をご用意 く だ さい （「定格 / シ リ アル番号ラベル」
（42 ページ） を参照）。

その他のお問い合わせ ：

OPEX® Corporation
305 Commerce Dr.
Moorestown, NJ 08057-4234 USA

電話 ： +1 856.727.1100
Fax ： +1 856.727.1955
https://www.opex.com/

本書における誤記載や不明確な点などに関し ては、 OPEX テ クニカルラ イ ター部門
（GroupDMATechWriters@opex.com） に電子メ ールでお問い合わせ く だ さい。

opexservice.com の Web サイ ト の問題に関するサポー ト については、 メ ールで OPEX 
Web Developers 部門 （dshelp@opex.com） までお問い合わせ く だ さい。
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 1.1. 序文
本取扱説明書には、 OPEX®Omation® Model 606™ の適切で安全な取り扱いを確保するた
めの情報が記載されてお り、 以下の内容が含まれています。

• 操作手順

• 安全情報、 安全上の問題、 注意事項

• 構成部品の識別および機能

• システム仕様

• 簡単な メ ンテナンス と清掃

本取扱説明書は、 低電圧指令 2014/35/EU に準拠し ています。 本機の不可欠な要素です。

怪我や装置の損傷を避けるため、 注意深 く 指示に従って く だ さい。

本取扱説明書は、 システムの操作、 保守、 ト ラブルシューテ ィ ングを行う必要があるすべ
ての人が利用できるよ う にし て く だ さい。 機器の近 く の保護された、 アクセス しやすい乾
燥し た場所に保管し て く だ さい。

 1.2. 最新改訂版の取得
本書は、 自動改訂サービスの対象にはな り ません。 ただ し、 本書は、 機器の更新、 機器の
操作または機能の更新、 あるいは誤りの訂正を反映するために、 随時更新される こ とがあ
り ます （改訂履歴の詳細については、 8 ページ をご参照 く だ さい）。 参照のために、 最新
版のマニュアルを必ず手元に置いて く だ さい。

本書の電子版は PDF 形式で https://opexservice.com から入手できます。 PDF バージ ョ ン
には、 ナビゲーシ ョ ンを改善するため、 コ ンピ ュータやタ ブレ ッ ト 端末での使用において
以下の最適化が含まれています ：

• 青い下線の付いた リ ン ク を ク リ ッ クまたはタ ッ プする と、 特定のページやウ ェ ブア ド
レスに直接移動できます。

• また、 「目次」 内のすべての項目と PDF フ ァ イルのサイ ドバーにあるブ ッ クマーク を

ク リ ッ クまたはタ ッ プする と特定のセクシ ョ ンに直接移動できます。 最適なパフ ォー

マンスを得るため、 必ず最新版の Adobe® Acrobat Reader®* をお使い く だ さい。

*Adobe および Acrobat Reader は Adobe Systems Incorporated の登録商標です。

本機の操作、 保守、 ト ラブルシューテ ィ ングを行う前に、 取扱説明書をよ く
読み、 理解し、 それに従って く だ さい。 本書は大切に保管し て く だ さい。
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 1.3. 保証条件
本保証は、 取扱説明書に記載された情報を正し く 注意深 く 遵守する こ とに関連し ています。
OPEX Corporation では、 以下の章に記載されている本機の用途および設定のみを許可し て
います。 その他のいかなる用途および設定も、 事前に同意され、 取扱説明書に添付されて
いない限り、 許可されません。

OPEX Corporation は、 以下に起因する損害について一切の責任を負いません。

• 本書の指示に従わない

• 訓練、 または資格が不十分な人員による使用

• 機器と スペアパーツの不適切な輸送と保管

• 機器の不適切な組み立て、 試運転、 操作、 メ ンテナンス

• 安全装置に欠陥がある、 または安全装置や保護装置が正し く 取り付けられていない、
あるいは機能し ていない状態で機器を運転する こ と

• 機器に不正な変更や改造を加える こ と

• 電気制御への無許可の変更

• 無許可または不適切な修理

• 摩耗しやすい機械部品の不適切な監視

• 非純正または非認可のスペアパーツの使用

• 機器の不適切な使用

• 異物および不可抗力による被害

OPEX Corporation の 「販売および配送の一般条件」 が適用されます。 お客様はこれら を閲
覧する こ とができます。 人身傷害および物的損害に対する保証および賠償請求は、 それら
が上記の 1 つまたは複数の原因に起因する場合は除外されます。

本機が最初の購入者から次の購入者に販売された場合、 こ こに記載された本機に関する
OPEX Corporation の責任は消滅し ます。

本機を言語の異なる他国の購入者に販売する場合、 本取扱説明書を注意深 く 正し く 翻訳し
たものをお渡しする責任は、 最初の購入者にあ り ます。

 1.4. 目的
本取扱説明書によ り、 操作担当者は機器を熟知し、 安全かつ安定的に使用する こ とができ
ます。 本取扱説明書は、 操作担当者の経験や技術 ト レーニングに代わる ものではあ り ませ
ん。 本書は、 機器の機能をよ り有効に活用するための管理ツールです。 責任者は、 本書に
記載されているすべての指示に従う こ と で、 機器の耐用年数を通じ て最大限の効率で機器
を管理する こ とができます。
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 1.5. 安全メ ッ セージ表記規則

 1.5.1. 全般的な情報
本書では、 特定の手順や状況に関連する安全上の問題について警告するための安全メ ッ
セージ表記規則を使用し ています。

機器やシステム特有のハザー ドは、 常に複合的、 また相互に影響し合いながら発生する可
能性があ り ます。

 1.5.2. 構造
安全に関する メ ッ セージは以下のよ う に構成されています。

ハザー ドの性質。

ハザー ド との相互作用の結果。

▶回避手順。
12 はじめに
Omation® Model 606™ オペレータ マニュアル

OPEX Corporation



 1.5.3. シグナルワー ド
本書では、 以下のシグナルワー ドが使用されています。

危険

回避し ない場合、 死亡または重傷を招 く 危険な状況を指し ます。 このシグナルワー ドの
使用は最も極端な状況に限定されます。

警告

回避し ない場合、 死亡または重傷を招 く 可能性がある危険な状況を指し ます。

注意

回避し ない場合、 軽度または中程度の傷害を招 く 可能性がある状況を指し ます。

注記

重要とみな される情報を示し ますが、 危険に関連し たものではあり ません （例 ： 物的損
害に関連する メ ッ セージ）。

安全上の注意

安全に関する具体的な指示や手順を示し ます。
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 1.5.4. 記号と その他の図形
本書では、 以下の記号と図形を使用し ています。

記号 表示

これは安全警告記号です。 潜在的な身体傷害の危険を警告するために使
用されます。 傷害や死亡の可能性を避けるため、 この記号に続 く すべて
の安全メ ッ セージに従って く だ さい。

この記号は、 取扱説明書または小冊子を読む必要がある こ と を示し てい
ます。

この記号は、 機器の適切な使用に関する重要な情報を示し、 アプ リ ケー
シ ョ ンのヒ ン ト やパフ ォーマンスを最適化するために特に役立つ情報を
提供し ます。

この記号は危険電圧を示し ます。 これは、 使用者や他の人に危険を及ぼ
す可能性のある部品や操作に注意を促すものです。 メ ッ セージをよ く 読
み、 指示に従って く だ さい。

• リ ス ト 。

▶ 危険回避の手順。

❖ フ ァース ト レベル指示 （手順は 1 ステ ッ プのみ）。

1. 

2. 

3. 
フ ァース ト レベル指示。

a. 
b. 
c. 

セカ ン ド レベル指示。

i
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 1.6. 対象読者

 1.6.1. 一般的な安全情報

 1.6.2. スキルと取扱資格
スキルと取扱資格のレベルは以下のよ う に定義されています。

認定された担当者 製造元の人員、 または特定の種類の職務を遂行するために製造元から
訓練を受け、 認定された人員。 機器や設備の整備や保守を行う ために、 機器や設備をロ ッ
クアウ ト / タ グアウ ト する人。 技術的な訓練、 知識、 経験によ り、 起こ り う る危険を認識
し、 回避する人。

電気取扱有資格者 （政府の許可が必要な管轄区域において） 通電し ている回路または機器
上も し く はその周辺での作業を行う許可を与えられた人。 機器や設備の電気系統の整備や
保守を行う ために、 機器や設備をロ ッ クアウ ト / タグアウ ト する人。 技術的な訓練、 知識、
経験によ り、 起こ り う る危険を認識し、 回避する人。

機械取扱有資格者 （政府の認可が必要な管轄区域において） 機械システムおよびコ ンポー
ネン ト 上またはその周辺での作業を行う認可を与えられた人。 機器や設備の機械システム
の整備や保守を行う ために、 機器や設備をロ ッ クアウ ト / タグアウ ト する人。 技術的な訓
練、 知識、 経験によ り、 起こ り う る危険を認識し、 回避する人。

警告

取扱資格が不十分。

取扱資格が不十分の状態や不適切な使用は、 人身事故や物的損害につながる恐れがあり
ます。

▶有資格者のみがシステムを操作する こ とができます！

▶本書に記載されている技能および資格のレベルに従って く ださ い！

注記

雇用主は以下の責任を負います。

• 従業員を適切に監督 ・ 監視する。

• 従業員が必要な知識、 スキル、 取扱資格を確実に身につけられるよ う 、 従業員研修
を実施する。

• 従業員が取扱説明書を十分に読み、 理解するよ う にする。
はじめに 15
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ユーザー 18 歳以上の有資格者で、 広範な知識があ り訓練を受け、 機器や設備を操作また
は使用する能力と スキルを実証し た人。 危険の特定と回避のための安全 ト レーニングを受
けている人。 整備や保守が行われる機器、 設備、 エ リ アを特定するための安全 ト レーニン
グを受けている人。

購入者 以下の責任を負います。

• 機器の適切かつ安全な操作

• 労働安全衛生

• 予防保守スケジュールの遵守

• OPEX® Corporation への修理 ・ 保守のお問い合わせ

監督者 購入者によ って任命され、 現場の労働安全に責任を負います。
16 はじめに
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 1.6.3. 取扱資格一覧表
機器を取り扱う こ とができる担当者グループを以下に示し ます。

警告

取扱資格レベルが不十分。

取扱資格レベルを守ら ないと、 重傷を負った り死亡し た り する危険があり ます。 また、
機器の損傷や生産不良のリ スク もあり ます。

▶本装置を扱う 前に、 「スキルと取扱資格」 （15 ページ） を読み、 理解し て く だ さい。

▶取扱資格一覧表に示された資格レベルを遵守し て く ださ い。

▶購入者は、 担当者の取扱資格についての責任、 または保守のために OPEX 

Corporation に連絡する責任を負います。

表 1-1 取扱資格一覧表

人またはタ スク ユーザー

電気取扱または
機械取扱 
有資格者 
担当者

承認者 
担当者

梱包と輸送 X

設置 X

試運転 X

操作 X X

ト ラブルシューテ ィ ング X

エラーの除去 X

点検と清掃 X X

予防保守 X X

修理メ ンテナンス X

廃止措置 X

解体 X
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（このページは意図的に白紙にし ています）
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 2.1. 全般的な情報
本章に記載の情報は、 本書に記載されている OPEX 機器の操作および保守に関し て、 様々
な安全上の問題を伝える こ と を目的と し ています。

 2.1.1. 最先端技術
本機は、 最新技術および安全関連の規制に従って設計されています。 本機を不適切に使用
する と、 ユーザーや影響を受ける従業員に健康被害を もたら し た り、 物的損害を与えた り
する可能性があ り ます。

本機は次の場合にのみ使用できます。

• 意図された用途に使用する。 「3.4. 使用目的」 （35 ページ） を参照し て く ださい。

• 安全面で何も問題がない状態。

エンジニアは、 機器の設計プロセスにおいて、 適合宣言に規定されている
規格と指令を検討し ま し た。i

本機を使用する前に、 この章をよ く お読み く だ さい。

これを怠る と、 重大な怪我や死亡につながる可能性があ り ます。

安全性を損な う障害は直ちに除去する必要があ り ます。
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 2.2. 労働安全衛生

繰り返しの行動。

繰り返しの行動によ り、 ユーザーは精神的に集中できな く なる場合があ り ます。

▶リ スクの可能性と その回避方法について、 定期的にユーザーに指示し て く だ さい。

予期せぬ出来事。

ユーザーの失神、 火災の発生、 爆発。

▶購入者は、 緊急応急処置者の役割と責任を職務明細書に明記する必要があ り ます。

▶従業員は、 緊急行動計画の一環と し て、 消火器などの消防設備の適切な使用に関す

る訓練を受ける ものと し ます。

保護カバーの取り外し。

引き込みや挟み込みの危険性があ り ます。 メ ンテナンスカバーや保護カバー、 パネルを取
り外すと きに、 体の一部が機器に挟まれた り、 引き込まれた りする可能性があ り ます。

▶機器の保守は、 認定された担当者、 または必要に応じ て機械取扱または電気取扱有

資格者のみが行う ものと し ます。

▶カバーやパネルを取り外すと きは、 システムを安全な状態で停止させ、 電源を切っ

て く だ さい ( 主スイ ッ チをオフにし て AC 電源コー ド を抜いて く ださ い )。

▶機器を操作する と きは、 ド ア、 パネル、 および メ ンテナンスカバーを必ず閉じ て く

だ さい。

鋭いエ ッ ジ。

せん断の危険。 板金などの鋭いエ ッ ジは、 皮膚の切り傷や擦り傷を引き起こす可能性があ
り ます。

▶注意し、 特に指に気をつけて く だ さい。

▶メ ンテナンス作業中は保護手袋を着用し て く だ さい。

不自然な姿勢、 不適切な持ち上げ方、 または労作による結果的損傷。

これは筋骨格系に損傷を与える可能性があ り ます。

▶正し く 持ち上げ、 必要に応じ て適切な持ち上げ装置を使用し て く だ さい。

▶持ち上げる前に、 必ず物体の重量をテス ト し て く だ さい。

▶現地の法律および特定の現場を確認し て く だ さい。 それに応じ て重量物の取扱い要

件に従って く だ さい。

警告
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照明が暗い。

作業中の光量不足は、 眼精疲労、 疲労、 頭痛、 ス ト レス、 事故、 生産性の低下につながる
可能性があ り ます。

▶使用場所に適用される照明基準と規格を遵守し て く だ さい。

 2.3. 職場要件

職場の要件を無視する。

職場の要件に従わないと、 健康と安全に危険が及ぶ可能性があ り ます。

▶必ず職場の要件に従って く だ さい。

薬物の使用。

薬物、 アルコール、 処方薬などの物質を使用する と、 意識障害や眠気を引き起こす可能性
があ り ます。

▶Omation® Model 606™ での操作中または作業中は薬物を使用し ないで く だ さい。

年齢および職務固有の要件。

年齢および職務固有の要件に従わないと、 職場で重大な傷害が発生する可能性があ り ます。

▶職場ご とに、 年齢および職務固有の要件に従う必要があ り ます。

要件を満た さ ない未承認の個人は、 職場で起こ り う る危険に気づいていません。

▶許可されていない人が作業エ リ アに近づかないよ う にし て く だ さい。

▶疑わしい場合は、 その人 ( たち ) に作業エ リ アを離れるよ う 依頼し て く ださい。

▶許可されていない人が作業エ リ アを離れるまで、 システムの操作や保守を続行し な

いで く だ さい。

警告
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 2.4. 従業員の ト レーニング

注記

事故を防ぎ、 機器のダウン タ イムを最小限に抑えるため、 本機の所有者は ト レーニング
と ト レーニングの内容に責任を負います。 ト レーニングを受ける従業員は、 経験豊富な
人員の監督下でのみ機器を操作できます。 ト レーニングを受けた従業員のみがシステム
を操作できます。 各 ト レーニングを次の表に記載し て く ださい。

表 2-1 従業員の ト レーニング

日付 名前 ト レーニングのタ イプ イ ンス ト ラ ク ター 署名
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 2.5. 個人用防護具
必要な個人用防護具 （PPE） は、 雇用主から提供される場合があ り ます。

システムまたはシステムのコ ンポーネン ト で作業する と きは、 次の防護具を着用する必要
があ り ます。

• ゴーグル

• 手指の保護具

• 足の保護具

注記 ： 定期的に着用し て使用する と、 PPE の効果が失われる可能性があ り ます。 適切な保
管、 清掃、 検査を行う こ と で、 寿命を延ばし、 不必要な損傷を防ぐ こ とができます。 破損
し ている場合は交換し て く だ さい。

 2.6. 人間工学に基づいた作業方法
反復作業を繰り返す業務では、 作業方法を検討する こ とが重要です。 本機の操作時に身体
的な不快感を覚えた り負傷し た りする リ スク を最小限に抑えるために役立つガイ ド ラ イ ン
に従って く だ さい。

• 直立姿勢を維持し て く だ さい。

• 頻繁に使用するピ ッ クア ッ プエ リ アや、 頻繁にタ ッ チする タ ッ チスク リーンのボタ ン
は、 腕を大き く 伸ばし た り、 姿勢を変えた り し な く ても簡単に手が届 く よ う調整し て
く だ さい。

注記

PPE が、 作業中に動き回った り脱落し た り し ないよ う にし ます。 また、 きつすぎた り締

め付けすぎた り し ないよ う にし て く ださい。 PPE が緩すぎる と、 機器に引っかかっ て引

き込まれた り、 十分に覆われないために危険を回避できな く なった り する可能性があり
ます。

作業を開始する前に、 現地の法令および特定の現場で、 追加の PPE が必要
かど うかを確認し ます。i

システムを操作する際には、 以下のガイ ド ラ イ ンを必ず守って く だ さい。i
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• と きどき姿勢の角度を変え、 可能であれば作業内容に変化をつけて反復動作中に短い
休憩を入れられるよ う にし ます。

• 1 回のシフ ト で 8 時間以上 Model 606 を操作する こ とは避けて く だ さい。

労働災害を完全に防ぐ方法はあ り ませんが、Omation® Model 606™ を操作する際に上記の
提案を実践し ていただければ、 快適性と安全性は確実に向上し ます。 Model 606 はお客様
のこ と を第一に考えて設計されています。 適切な方法で使用すれば、 快適にお使いいただ
けます。

 2.7. 機械の可動部品

警告

機械の作動。

通電し ている可動部品間への引き込みや挟み込みの危険。

▶髪の毛、 ゆった り し た衣服や装飾品が本機の可動部に近づかないよ う にし て く だ

さい。

注意

回転式フ ィ ー ド ベル ト 。

可動ベル ト との接触による挟み込みや摩耗の恐れがあ り ます。

▶フ ィ ー ド ベル ト の取り扱いは、 認定された担当者、 または機械取扱有資格者 （記載

がある場合） のみが許可されています。

▶フ ィ ー ド ベル ト を修理する前に、 機械を停止し て く だ さい。

▶動いている間はフ ィ ー ド ベル ト に触れないで く だ さい。
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 2.8. 機械の安全上の注意

安全上の注意事項を無視する。

安全上の注意事項に従わないと、 健康と安全に危険が及ぶ可能性があ り ます。

▶機器を操作する と きは、 必ず安全上の注意事項に従って く だ さい！

液漏れ。

誤って液体を こぼすと、 機器に漏れて機械部品、 電気部品、 電子部品の損傷や、 火災の危
険の可能性が生じ ます。

▶機器の上や近 く に液体や飲み物を置かないで く だ さい。

可燃性の高圧エアロゾルダス ター （「エアースプレー缶」）。

機器からほこ りやゴ ミ を除去するために、 禁止されている可燃性の高圧エアロゾルダス
ターを使用する と火災の危険があ り ます。

▶本機に付着し た紙屑や埃を取り除 く ために、 可燃性の高圧エアースプレー缶を使わ

ないで く だ さい。

▶エアロゾルダス ター缶には可燃性の化学物質が含まれているため、 動力装置やその

他の発火源の近 く で使用するのは危険です。

▶エアロゾルダス ターは、 目に異物による損傷を与える可能性があ り ます。

子供の存在。

本機は、 子供がいる可能性のある場所での使用には適し ていません。

▶子供を機器に近づけないで く だ さい。

注記

取扱説明書は機器の近 く に保管し て く ださい。 責任を負う 事業者団体のすべての安全規
制を遵守し、 使用場所に適用される傷害防止および環境保護に関する規則と規制を遵守
する必要があり ます。

警告
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 2.9. 防火と防災
消火器は、 消火可能な火災の種類によ ってク ラス分けされます。 消火器の上または周囲に
ある記号は、 消火器のク ラスを示し ています。

購入者は、 以下に応じ て十分な数の消火器を用意する必要があ り ます。

• 建物内に存在する可燃性物質の種類と程度

• 火災の危険

• 建物のサイズ

 2.10. その他の製品コ ンプ ラ イアンス情報
このデバイスは、 以下の米国規格および国際規格に準拠し ています。

• 製品の安全性 （国際 （欧州連合を含む）、 米国、 カナダ）

- IEC 62368-1:2014 Ed.2
- UL 62368-1:2014Ed.2
- CSA C22.2#62368-1:2014 Ed.2

• 電磁環境両立性 / 電磁放射線 （米国、 カナダ、 欧州連合、 日本）

- FCC 47CFR:(Part 15 Subpart B)
- IC ICES-003:2020 Ed.7
- EN 55032:2015
- EN 55035:2017
- VCCI CISPR 32:2016

警告

消火。

間違ったタ イプの消火器で消火する と、 生命にかかわる結果につながる可能性があり ます。

▶ 規制や要件に従って く だ さい。

▶ 建物の安全避難を含む、 防火および予防プログラムを実施し ます。

▶ それに応じ て従業員を訓練し ます。

▶ 指定された従業員を任命し、 消火器を使用する許可を与えます。

▶ 訓練を受けていない従業員は消火器を操作し てはな り ません。

▶ 安全であれば、 主電源スイ ッ チまたは電源で機器の電源を切って く だ さい。
安全と怪我の予防 27
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（このページは意図的に白紙にし ています）
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 3.1. Omation Model 606 の基本機能
Omation® Model 606™ の基本バージ ョ ンは、 以下のコ ンポーネン ト で構成されています
（図 3-1）。

図 3-1 ： 主な構成部品

フ ィ ーダー - 封筒の束を機器に送り込むためのローデ ィ ングエ リ ア。

リ ター ド ス ト ーン - 封筒が機器に入る と きに、 封筒の束を一ま とめにし ます。

切込み深さ ノ ブ - 封筒の縁 （位置 1） から最小 0.03cm （0.01 イ ンチ） から最大 0.32cm
（0.125 イ ンチ） の深さ （位置 8） への切込みの深さ を設定し ます。 切込み位置 0 は、 封筒
を カ ッ ト せずにソー ト するために使用されます。

オプシ ョ ンの高速イ ン クジ ェ ッ ト プ リ ン ター - 設定されている場合、 追跡記録を印刷し
ます。

ユーザーイ ン ターフ ェース - 機器操作用の LCD タ ッ チスク リ ーン。 表示されるボタ ンは、
表示されている画面によ って異な り ます。 表示する情報が画面の枠を超える と、 画面右側
にスク ロールバーが表示されます。

オプシ ョ ンの LAN ポー ト  - ONS ソ フ ト ウ ェ ア用のネ ッ ト ワーク接続。

オプシ ョ ンの統計プ リ ン ター - ジ ョ ブ と統計データ を印刷。

下側コ ンベヤー - 処理された郵便物を受ける。

電源スイ ッ チ - 機器の電源をオン／オフする。

LAN
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 3.2. Omation Model 606 のソー ト 機能
Omation® Model 606™ のソー ト バージ ョ ンは、以下の追加コ ンポーネン ト で構成されます
（図 3-1）。

図 3-2 ： 主な構成部品

厚さ測定装置 （TMD） - 厚さ に基づいて郵便物を仕分けます。 その位置は、 切手や封筒の窓
のよ う な既知のばらつきを測定し ないよ う に調整できます。

長さ測定センサー - 長さに基づいて郵便物を仕分けます。

高さ測定センサーの位置 - 高さの閾値に基づいて郵便物を仕分けます。

迂回経路 - 仕分けされた郵便物を動力付き コ ンベヤーまたは仕分けビンに誘導し ます。

動力付き コ ンベヤー - 仕分けされた郵便物は、 この動力付き コ ンベヤーか、 または下側コ
ンベヤーへ送る こ とができます。

仕分けビン - （動力付き コ ンベヤーの代わり） 仕分けされた郵便物を、 こ こか下側コ ンベ
ヤーへ送る こ とができます。
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 3.2.1. メ ール ト レ イ と ゴ ミ 箱サポー ト

図 3-3 ： メ ール ト レ イサポー ト 付 Model 606

両モデルと も、 2 つの伸縮式メ ール ト レ イサポー ト ( 図 3-3) を備えてお り、 米国郵政公社
のメ ール ト レ イ を保持するために使用できます。

OM606 本体下部のレールは、 付属のゴ ミ 箱を機器の下の所定の位置にし っかり と固定し
ます。
32 概要
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 3.3. センサーと プ リ ン ターの位置リ フ ァ レンス
ソー ト 機能で使用される高さ センサーと厚さ測定装置、 およびオプシ ョ ンの高速イ ン ク
ジ ェ ッ ト プ リ ン ターは、 すべて位置調整が可能です。 表 3-1 は、 それぞれの調整範囲を示
し ます。

高さ センサーの位置 - 以下に記載される測定値は、 用紙経路の後壁からセンサーの中心ま
での値です。 センサーは、 センサーを塞ぐ予定の郵便物がセンサーを完全に覆う よ う に配
置する必要があ り ます。

厚さ測定装置の位置 - 以下に記載される測定値は、 用紙経路の後壁から TMD ホイールの中
心までの値です。 TMD の位置を設定する際は、 切手、 窓、 テープなど、 厚みの測定値にば
らつきを生じ させる可能性のある ものの位置に注意し て く だ さい。

高速イ ン クジ ェ ッ ト プ リ ン ターの位置 - 以下に記載される測定値は、 用紙経路の後壁から
印刷可能領域の開始点までの値です。

表 3-1 センサーと プ リ ン ターの位置

項目 一番近い位置 増加間隔 一番遠い位置

高さ センサー

位置 1
3.723 イ ンチ

9.456cm
0.25 イ ンチ

0.635cm

位置 8
5.490 イ ンチ

13.945cm

厚さ測定装置

位置 1
2.757 イ ンチ

7.003cm
0.23 イ ンチ

0.584cm

位置 14
5.747 イ ンチ

14.597cm

高速イ ン クジ ェ ッ ト プ リ ン
ター

位置 1
3.256 イ ンチ

8.270cm
0.125 イ ンチ

0.318cm

位置 8
4.131 イ ンチ

10.493cm
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 3.3.1. 位置測定リ フ ァ レンス
このページは、 プ ラ イマ リー メ ールに基づいて、 高さ、 厚さ、 プ リ ン ターアセンブ リの位
置を特定するためのガイ ド と し て使用できます。 郵便物のサンプルを経路の後壁を表す線
上に置 く だけで、 それぞれの値が決定されます。

(A)
TMD

1
2
3
4
5
6
7
8

1

1 8

2
3
4
5
6
7
8

1
2
3
4
5
6
7
8

9
10
11
12
13
14
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 3.4. 使用目的
OPEXOmation® Model 606™ は、 メ ール室業務用の自動封筒開封機です。 Model 606 は、
指定された制限を超えない場合にのみ使用できます。 「3.7. 仕様」 （48 ページ） を参照し て
く だ さい。

本システムは、 封筒の計数、 開封、 仕分けのために設計されています。 それ以外の用途は
禁止されてお り、 お客様の責任と な り ます。

本機器は、 お客様や他の人々への危険を防止し、 本機器や他の資産、 装置への損害を防止
するため、 本取扱説明書に記載された使用目的にのみ使用する こ とができます。

Omation® Model 606™ は、 低電圧指令 2014/35/EU の関連規定に準拠し ています。

以下が実施される こ と も意図されています。

• 予防保守スケジュールの遵守

• すべての安全上の注意の遵守

• 機器が技術的に完全な状態にある こ との検証
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 3.5. 不適切な使用 （予見可能な誤使用）

不適切な使用例には以下が含まれます。

• 安全装置を操作する （例えば、 取り外す、 バイパスする、 無効にする）。

• システムに対する不正な改造や設計変更を行う。

• OPEX の純正部品ではないスペア部品や消耗部品などの部品の取り付け、 欠陥部品へ

の交換。

• 無許可でソ フ ト ウ ェ アを変更する。

• 湿度や温度など、 認められていない環境条件下でシステムを操作する。

• 欠陥のある部品でシステムを操作する。

• 予防保守スケジュールを守らない。

• 部品の最小 ・ 最大重量、 および最小 ・ 最大寸法を守らない。 「3.7. 仕様」 48 ページを

参照し て く だ さい。

• OPEX または正規代理店に相談する こ と な く 、 機器の構造変更、 追加、 改造を行う 。

• 許可されていない人に機器の操作や保守を させる。

• 外部カバーが取り付けられていない状態で機器を操作する。

不適当または不適切な使用によ り生じ た損害について、 OPEX Corporation は一切責任を負
いません。

警告

不適切な使用

不適切な使用は、 安全上の問題を引き起こ し、 システムや資産に損害を与える可能性が
あり ます。

▶ 取扱説明書を読み、 理解し、 それに従って く だ さい。

▶ 「使用目的」 以外の使用は禁止されています。
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 3.6. 本機のラベル

 3.6.1. フ ィ ーダーの警告ラベル
場所 ： フ ィ ーダーエ リ アの前面 ( 図 3-4)
目的 ： このエ リ アに、 髪の毛、 ゆるい衣服、 装身具などを近づけないよ う、 従業員に警告
する。

図 3-4 ： フ ィ ーダーの警告ラベル

フィーダーの警告ラベル
US/EU：7538600

フィーダーの警告ラベル
JP：7821600
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 3.6.2. ピンチポイ ン ト の注意ラベル
場所 ： フ ィ ー ド ベル ト パスの始点 （2 箇所） と終点 （図 3-5）。

目的 ： フ ィ ー ド ベル ト の近 く で、 挟まる危険について警告する。

図 3-5 ： 挟み込みポイ ン ト のラベル 1637200
38 概要
Omation® Model 606™ オペレータ マニュアル

OPEX Corporation



 3.6.3. 電源の切断に関する警告ラベル
場所 ： 機器の背面 （図 3-6）

目的 ： 本機を開ける前に電源を切断するよ う警告する こ と。

図 3-6 ： 「開ける前に電源を切断し て く だ さい」 ラベル

電気警告表示
US/EU：7501900

電気警告表示
JP：7501910
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 3.6.4. 絶縁耐力試験およびアース導通試験のラベル
場所 ： 機器の背面 （図 3-7）

目的 ： 機器が接地誘電体試験と接地導通試験の要件に合格し ている こ と を示す。

図 3-7 ： 絶縁耐力試験およびアース導通試験のラベル
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 3.6.5. FCC 準拠のラベル

場所 ： 米国向け機器の背面のみ （図 3-8）。

目的 ： 装置からの電磁干渉が連邦通信委員会によ って承認された限度値以下である こ と を
証明する こ と。

図 3-8 ： FCC 準拠のラベル P24839-03
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 3.6.6. 定格 / シ リ アル番号ラベル

場所 ： 機器の背面 （図 3-9）。

目的 ： 米国、 カナダ、 欧州、 日本向けに製品モデル、 電力定格、 シ リ アル番号を示し ます。

図 3-9 ： 定格 / シ リ アル番号ラベル

OPEX 技術サポー ト にお問い合わせの際は、 担当技術者にユニ ッ ト シリ アル
番号を伝えられるよ う、 本機のモデル / シリ アルラベルをご確認 く ださい。

50Hz JP (7821710) 60Hz JP (7821810)

US (7507620) EU (7507621)

i
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 3.6.7. ICES-003 ラベル

場所 ： 北米向け装置の背面のみ （図 3-10）。

目的 ： このラベルはカナダの ICES-003 への適合を示し ます。

図 3-10 ： ICES-003 ラベル 7611000
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 3.6.8. 感電危険ラベル
場所 ： 機器内部の OPEX プ リ ン ト 基板 （図 3-11）。

目的 ： 主電源に接続された PCB に危険電圧がある こ と を警告する。

機器内部へのアクセスは正規の OPEX 技術者のみによ って実行し て く だ さい。 本機にお客
様自身で保守点検できる部品はございません。

図 3-11 ： 感電危険ラベル
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 3.6.9. コ ンベヤーソケ ッ ト ラベル
場所 ： 機器の右側 （図 3-12）。

目的 ： このラベルは、 Model 606 と オプシ ョ ンの 90 度動力付き コ ンベヤーを接続する ソ
ケ ッ ト を特定し ます。

図 3-12 ： コ ンベヤーソケ ッ ト ラベル

US/EU：7514700

JP：7821900
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 3.6.10. OPEX サービスラベル

場所 ： 北米向け装置の右側 （図 3-12）。

目的 ： このラベルには、 サービスの連絡先情報が記載されています。

図 3-13 ： OPEX サービスラベル

8246800
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 3.6.11. 動力付き コ ンベヤー （オプシ ョ ン） 定格ラベル
場所 ： 動力付き コ ンベヤーの背面 （図 3-14）。

目的 ： 米国およびカナダ、 欧州、 日本の製品モデルと電気定格を表示する。

図 3-14 ： 動力付き コ ンベヤー定格ラベル

US/CA：7514610

EU：7514611

JP：7514612
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 3.7. 仕様

表 3-2 Model 606 の仕様

仕様 値

重量 106.594 kg （235 ポン ド ）

速度 一時間当た り最大 40,000

封筒サイズ
長さは 27.94cm （11 イ ンチ） まで選別可能。
長さは 34.29cm （13.5 イ ンチ） まで開 く こ とが可能。

厚さ 1.27 cm （0.50 イ ンチ） まで

切込みの深さ
9 段階設定 ： 封筒の縁から最小 0.03cm （0.01 イ ンチ）、 最大 0.32cm
（0.125 イ ンチ） （深さ設定 1 ～ 8）、 および切込みな し （設定 0）

フ ィ ーダー容量 最大 400 枚の封筒
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 3.7.1. 電力要件

100V / 50Hz マシン (JP) 100V / 60Hz マシン (JP)

入力電圧 - 100VAC 50Hz （単相） 入力電圧 - 100VAC 60Hz （単相）

入力電流 - 7.75A （最大） 入力電流 - 4.5A （最大）

ブレーカー – 10A ブレーカー – 7A
電力定格 - 775W 電力定格 - 450W
BTU 定格 - 2647 BTU/ 時 BTU 定格 - 1537

115V/60Hz マシン （米国） (Model 606) 230V / 50Hz マシン (EU)

入力電圧 - 115VAC 60Hz （単相） 入力電圧 - 230VAC 50Hz （単相）

入力電流 - 4.5A （最大） 入力電流 - 5.5A （最大）

ブレーカー – 7A ブレーカー – 7A
電力定格 - 517.5W 電力定格 - 1265W
BTU 定格 - 1767 BTU/ 時 BTU 定格 - 4320 BTU/ 時
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 3.8. 設備配置および必要な設置スペース

図 3-15 ： システムの設置面積
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 3.9. FCC に関する情報
本製品は FCC 規則パー ト 15 に準拠し ています。 本製品には以下の 2 つの条件が適用され
ます。 (1) この製品は有害な干渉を引き起こす恐れがな く 、 (2) 望ま し く ない動作を引き起
こす可能性のある電波妨害を含め、 受信し う る干渉電波を許容する。

 3.9.1. カナダ産業省に関する情報
このク ラス A デジ タル機器はカナダ ICES-003 に適合し ています。
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（このページは意図的に白紙にし ています）
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 4.1. 全般的な情報

 4.2. システムの輸送
システムの輸送は、 製造元の担当者または製造元が許可し た人員によ って行われます。 そ
のため、 輸送については操作説明書には記載されていません。

知ってお く べき重要なこ と ：

• 輸送にはシステムの開梱と検査が含まれます。

• システムを移動できるのは、 製造元の担当者または製造元によ って許可された人員の
みです。

• フ ォーク リ フ ト とパレ ッ ト ジャ ッ キは、 木箱やモジュールを ト ラ ッ クから降ろすため
に使用されます。

本機の操作、 保守、 または ト ラブルシューテ ィ ングを行う前に第 2 章 ： 「安
全と怪我の予防」 のすべての安全上の注意と手順を読み、 従って く だ さい。
これを怠る と、 重大な怪我や死亡につながる可能性があ り ます。

▶各タ スクに示されている取扱資格レベルに従って く だ さい。

注記

本機の無許可の輸送または移動による損害。

訓練を受けていない、 または許可されていない人員による輸送は、 重大な物的損害を引
き起こす可能性があり ます。

▶ 許可されていない輸送や輸送補助具の取り付けおよび取り外しは行わないで く だ

さい。
54 輸送と設置
Omation® Model 606™ オペレータ マニュアル

OPEX Corporation



 4.2.1. 安全上の注意

警告

フ ォーク リ フ ト やパレ ッ ト ジャ ッ キなどの産業用重機

産業用重機は、 衝突、 転倒、 荷物の落下などの衝撃による危険を もたらす可能性があり
ます。

▶ 産業用重機を運転できるのは、 訓練を受け、 免許を取得し た運転手のみです。

▶ 適切な積載能力を備えた産業用重機のみを使用し て く だ さい。

▶ 資材輸送が、 人や人が居住するエ リ アの上空を通らないよ う にし て く だ さい。

▶ 適切な安全靴またはブーツを着用し て く だ さい。

▶ 産業用重機を追い越すと きは、 運転手があなたに気づいたこ と を合図し た場合に

のみ行っ て く ださい。

注意

持ち上げ。

輸送には、 最大 235 ポン ド  (106.594 kg) の重量がある Model 606 または Mode 606s を
持ち上げる必要があり ます。 これによ り、 筋骨格系の損傷 （捻挫や体を傷めるなど） が
発生する可能性があり ます。

▶労働力の可用性に基づいて、 OPEX は、 身体の損傷や機器の損傷のリ スク を最小限

に抑えるために、 Model 606 を持ち上げて輸送する際には最低 2 人で行う こ と を推

奨し ています。

▶必要に応じ て適切な個人用保護具 （作業手袋、 安全靴、 ゴーグルを含むが、 これら

に限定されない） を着用し て く ださい。

▶持ち上げる時は背中ではな く 膝を曲げて く ださ い。

▶複数の機器を移動する必要がある場合は、 人員を交代し て く ださ い。

▶現地の法律および特定の現場を確認し て く ださ い。 それに応じ て重量物取扱いの要

件に従っ て く ださい。
輸送と設置 55
Omation® Model 606™ オペレータ マニュアル

OPEX Corporation



 4.3. 設置と試運転
製造元の担当者または製造元から認定された人員がシステムの設置と試運転を実行し ます。
そのため、 設置と試運転については、 本操作手順では説明されていません。

設置面は、 製造元の要件を満たすよ う に、 必要な耐荷重性、 水平性などを備えて準備する
必要があ り ます。

• 必要な測定に関する情報を取得するには、 「設備配置および必要な設置スペース」
（50 ページ）

• 環境設定は、 「3.7. 仕様」 （48 ページ） を参照し て く ださい。

 4.3.1. 安全上の注意

注意

ゴ ミ 。

床にゴ ミ がある と、 つまずいて転倒する可能性があり ます。 これによ り、 職場で重大な
傷害が発生する可能性があり ます。

▶ 作業エ リ アにゴ ミ がないよ う にし て く だ さい。
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 5.1. 全般的な情報

 5.2. ユーザー表示機能

 5.2.1. 電源投入と ログイ ン
1. OM606 がコ ンセン ト に接続され、 電源スイ ッ チがオンになっている こ と を確認し ま

す。 電源を入れる と、 OM606 は OPEX スプ ラ ッ シュ画面を表示し ます （図 5-1）。

図 5-1 ： スプ ラ ッ シュ画面

2. デフ ォル ト で、 OM606 はメ イ ン画面に切り替わり、 デフ ォル ト のユーザーと ジ ョ ブが

選択されてログイ ン し ます （図 5-2、 左）。 複数のユーザーが設定されている場合は、

最後に使用し たユーザーでログイ ン し ます。

監督者によ ってパスワー ドが有効になっている場合、 OM606 は代わり に画面を タ ッ チ

し てログイ ンするためのプロンプ ト を表示し ます （図 5-2、 右）。

図 5-2 ： メ イ ン画面 （左） またはログイ ンプロンプ ト （右） が表示される

本機の操作、 保守、 または ト ラブルシューテ ィ ングを行う前に第 2 章 ： 「安
全と怪我の予防」 のすべての安全上の注意と手順を読み、 従って く だ さい。
これを怠る と、 重大な怪我や死亡につながる可能性があ り ます。
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注記 ： OM606 がアイ ド ル状態のままになっ ている場合、 スク リ ーンセーバーと し てス
プ ラ ッ シュスク リーンが表示されます。 画面を タ ッ チする と、 OM606 がス リープ解除
し、 画面が以前の表示に戻り ます。 デフ ォル ト で、 1 時間操作がない場合、 スク リ ー
ンセーバーが動作し ます。 この動作は監督者によ って設定する こ と も、 完全に無効に
する こ と もできます。

3. ユーザーログイ ンを選択し ます。 新しい OM606 には、 2 つのデフ ォル ト ユーザーが含

まれます （図 5-3)。
- NEW ： ジ ョ ブを実行するために使用され、 独自の統計データ を表示および印刷す

る こ と もできます。

- SUPERVISOR ： OM606 のユーザー、 ジ ョ ブ、 および動作を設定するために使用

されます。

新しいユーザーが設定される と、 スク ロールバーを使用し て自分のユーザーを見つけ
る必要がある こ とがあ り ます。

図 5-3 ： ユーザーの選択画面

ユーザーログイ ンにパスワー ドが設定されていない場合は、 メ イ ン画面にログイ ン し
ます。 それ以外の場合は、 パスワー ド入力画面が表示されます （図 5-4）。 続行するに

はパスワー ド を入力し て く だ さい。

図 5-4 ： パスワー ド入力画面
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 5.2.2. メ イ ン画面の概要
すべてのユーザー機能にはメ イ ン画面からアクセスできます （図 5-5）。

図 5-5 ： メ イ ン画面 - アス タ リ スクはオプシ ョ ン機能の表示を示し ます

メ イ ン画面には次の情報が表示されます。

ユーザーと ジ ョ ブ 現在選択されているユーザー名と ジ ョ ブ名が上部に表示されます。

全体の数 処理された封書の総数は左上に表示されます。

OM606 がソー ト 用に構成されている場合は、 追加情報が表示されます。

例外 例外数は全体の数の右側に表示されます。 これらは、 重送や詰ま り など、 封書が正
し く 分類されなかった例です。

プラ イマ リー容器、 セカ ンダ リー容器のカウン ト 数 両方の可能な宛先がリ ス ト され、 プ
ラ イマ リーまたはセカ ンダ リーと し てマーク され、 それぞれのソー ト 数が表示されます。
OM606 がバッ チ処理用に構成されている場合は、 各容器のバッ チ数も表示されます。

左下にある RUN ボタ ンを押すと ジ ョ ブが開始されます。

メ イ ン画面のその他の機能は右側に リ ス ト されています。 端にあるスク ロールバーを ド
ラ ッ グする と、 リ ス ト のさ らに他の項目が表示されます。

CHANGE JOB 現在選択されているジ ョ ブを変更できます。

CHANGE USER 別のユーザーログイ ンまたは監督者ログイ ンに切り替える こ とができま
す。 監督者はログイ ン時にパスワー ド保護を有効にする こ とができます。
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PRINT 追跡記録印刷を一時的にオンまたはオフにし た り、 プ リ ン ト カー ト リ ッ ジのヘ ッ
ド を ク リーニングし た りする こ とができます （詳細は第 7 章 ： 「メ ンテナンス」 を参照）。
印刷が有効になっていないジ ョ ブでは、 このボタ ンは表示されますが、 オフから切り替え
る こ とはできません。

ZERO COUNTS 現在実行中の統計カウン ターを リ セ ッ ト できます。 作業開始時、 あるい
は作業中いつでも、 カウン ターを リ セ ッ ト する こ とができます。 画面上のすべてのカウン
ト がゼロにな り、 現在の統計に関する 「記録」 を閉じ て、 新しいものを開きます。

STATISTICS 処理し た郵便物に関する統計データ を表示できます。

SETUP 最近処理された郵便物から取得された測定値のグラ フ を表示できます。 主に、
ジ ョ ブ構成の ト ラブルシューテ ィ ングと微調整に使用されます。

MY PASSWORD これによ り、 監督者がユーザーにパスワー ドの所有を許可し ている場
合に、 パスワー ド を有効化、 無効化、 または変更できます。

LOGOUT 現在のユーザーから ログアウ ト し、 ログイ ンプロンプ ト に戻り ます。
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 5.3. ジ ョ ブの実行

 5.3.1. フ ィ ーダーの読み込み
郵便物の準備は必要あ り ません。 郵便物の長い辺を フ ィ ーダーの壁に向けてフ ィ ーダーに
セ ッ ト し ます （図 5-6）。 さ まざまなサイズや厚さの郵便物を混在させて処理する場合は、
郵便物の束の上部または先端を揃える必要があ り ます。

図 5-6 ： フ ィ ーダーに郵便物を配置

追跡記録を印刷する場合は、 切手面を上にし て先端を給紙するなど、 給紙方向を設定する
こ と をお勧めし ます。

 5.3.2. 切込みの深さ設定
ジ ョ ブを開始する と、 切込みの深さ ノ ブ （図 5-7） を特定の位置にセ ッ ト し ます。 デフ ォ
ル ト のジ ョ ブでは、 これは位置 2 です。

切込み深さ ノ ブは、 切込みの深さ を設定します。 位置 1 では封筒の端から 0.03cm （0.01 イ
ンチ）、 位置 8 では最大 0.32cm （0.125 インチ） です。 切込み位置 0 は、 封筒を切らないで
ソー ト する場合に使用できます。

図 5-7 ： 切込み深さ ノ ブ
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 5.3.3. 標準ジ ョ ブの実行
1. メ イ ン画面から、 現在選択されているジ ョ ブを確認し ます （図 5-8）。

別のジ ョ ブを実行する場合は、 右側のリ ス ト で CHANGE JOB を押し ます。 ジ ョ ブ選

択画面が表示されます。 ジ ョ ブ名を選択する と、 OM606 はメ イ ン画面に戻り、 新し く

選択されたジ ョ ブが表示されます。

図 5-8 ： 現在のジ ョ ブを確認する

2. メ イ ン画面で、 RUN を押し ます。 OM606 は切込み位置を確認または調整するよ う に

促し ます （図 5-9）。 デフ ォル ト のジ ョ ブの場合、 切込みは位置 2 に設定する必要があ

り ます。

図 5-9 ： 確認画面

3. 選択し たジ ョ ブに必要な調整を確認し、 ENTER を押し て開始し ます。

4. 郵便物の処理が終了し たら、 Stop ボタ ンを押し てジ ョ ブを停止し、 メ イ ン画面に戻り

ます。 Model 606 は選択されたジ ョ ブを中止し ます。
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 5.4. オプシ ョ ン機能でジ ョ ブを実行
OM606 の高速イ ン ク ジ ェ ッ ト プ リ ン ターと ソー ト 機能の位置は、 それら を使用するジ ョ
ブを実行する前に調整する必要があ り ます。 OM606 は、 メ イ ン画面からジ ョ ブを選択す
る と、 切込み位置の場合と同じ よ う に正しい設定を要求し ます （図 5-10）。

図 5-10 ： 確認または調整プロンプ ト

 5.4.1. 封筒の高さの位置を設定

図 5-11 ： 封筒の高さ調整

高さ で郵便物を仕分けするジ ョ ブを開始する と、 「確認または調整」 プロンプ ト が表示さ
れ、 高さ センサーを特定の番号の位置に設定するよ う に指示されます。 封筒の高さ スラ イ
ダー ノ ブを、 先の部分にマーク された 1 ～ 8 の位置にスラ イ ド させます （図 5-11）。
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 5.4.2. 高速イ ン ク ジ ェ ッ ト プ リ ン ターの位置を設定

図 5-12 ： 高速イ ン クジ ェ ッ ト プ リ ン ター調整

追跡記録を印刷するジ ョ ブを開始する と、 「確認または調整」 プロンプ ト が表示され、 高速
イ ン クジ ェ ッ ト プ リ ン ターを特定の番号の位置に設定するよ う に指示されます。

プ リ ン ターの位置を調整するには、 図 5-12 に示すよ う に ノ ブを緩めます。 イ ン ク ジ ェ ッ
ト プ リ ン ターアセンブ リ を目的の位置の内側または外側に移動し、 ノ ブを締めます。 スラ
イダーの先の部分に位置 1 ～ 8 がマーク されています。
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 5.4.3. 厚さ検出位置を設定

図 5-13 ： 厚さ検出の調整

厚さ で仕分けるジ ョ ブを開始する と、 「確認または調整」 プロンプ ト が表示され、 厚さ検出
を特定の番号の位置に設定するよ う に指示されます。

厚さ検出装置を調整するには、 アセンブ リの右側にある ノ ブを緩め、 アセンブ リ を正しい
位置の内側または外側に動かし、 ノ ブを締めます。 位置はスラ イダーの左側に 1 ～ 14 で
マーク されています （図 5-13、 右上）。

使用し ないと きは、 厚さ検出装置のアームを用紙経路から離し て持ち上げ、 その位置に
ロ ッ クする こ とができます。 このロ ッ クは腕の下にあ り ます。 アームを上げて、 ロ ッ ク を
右にスラ イ ド させてアームをロ ッ クするか、 左にスラ イ ド させてロ ッ ク を解除し ます
（図 5-13、 右下）。 厚さ で仕分けるジ ョ ブを開始する と きは、 必ずアームが下がっている こ
と を確認し て く だ さい。

12

調整

スライドロック
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 5.5. 統計
このメ ニュー （図 5-14） は、 現在のユーザーで実行されたジ ョ ブに関する統計データ を提
供し ます。

図 5-14 ： 統計情報の表示画面 ：
ベースユニ ッ ト （左） と統計プ リ ン ター （右） で表示

DETAILS REPORT / VIEW DETAILS - 指定された時間範囲に基づいて、 実行されたジ ョ ブ
に関するデータ を提供し ます。 各ジ ョ ブは独自のページに表示されます。 ページの下部に
ある矢印ボタ ンを使用する と、 ページを切り替える こ とができます。

SUMMARY REPORT / VIEW SUMMARY - 指定された時間範囲に基づいて、 実行されたす
べてのジ ョ ブに関するデータ を提供し ます。 すべてのジ ョ ブが 1 つのレポー ト に結合され
ます。

PRINT DETAILS - オプシ ョ ンの統計プ リ ン ターがイ ンス ト ールされている場合に利用でき
ます。 詳細レポー ト が印刷されます。

PRINT SUMMARY - オプシ ョ ンの統計プ リ ン ターがイ ンス ト ールされている場合に使用で
きます。 概要レポー ト が印刷されます。

PAPER FEED - オプシ ョ ンの統計プ リ ン ターがイ ンス ト ールされている場合利用できま
す。 新しいロール紙をセ ッ ト する と きに、 ロール紙を送り ます。

SET TIME RANGE - 詳細レポー ト と概要レポー ト がどの期間で構成されるかを指定できま
す ( 例 ： 過去 8 時間、 過去 16 時間 )。
操作 67
Omation® Model 606™ オペレータ マニュアル

OPEX Corporation



 5.6. ユーザーパスワー ドの変更
有効にする と、 ユーザーはパスワー ド を設定およびリ セ ッ ト できるよ う にな り ます。 ただ
し、 パスワー ド を リ セ ッ ト する際は、 現在のパスワー ド を入力する必要があ り ます。 パス
ワー ドが予め入力されていない場合は、 ユーザーは新しいパスワー ド を入力する前に現在
のパスワー ド を入力するよ う に指示されません。 また監督者はユーザーパスワー ドの有効、
無効を設定できます。

1. ログイ ン後、 メ イ ン画面の MY PASSWORD を押し て （図 5-15）、 現在選択されている

ユーザーのパスワー ド を変更し ます。

図 5-15 ： メ イ ン画面 - マイパスワー ド を選択

2. パスワー ド を空白のままにする と、 パスワー ド機能が無効化される こ と をユーザーに
知らせる、 パスワー ド確認画面 （図 5-16） が表示されます。

図 5-16 ： パスワー ド確認画面
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ENTER を押し て現在のパスワー ド 画面に進みます （図 5-17）。 このユーザーの現在の

パスワー ド を入力し、 リ ターンキーを押し ます。

図 5-17 ： 現在のパスワー ド画面

3. 正しい現在のパスワー ドが入力されたら、 自動的に新しいパスワー ド画面 （図 5-18）

に変わり、 新しいパスワー ド を作成できます。

図 5-18 ： パスワー ド入力画面

最大 10 文字の新しいパスワー ド を入力し ます。 リ ターンを押すと新しいパスワー ドが

保存され、 タ ッ チスク リーンがメ イ ン画面に戻り ます。
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（このページは意図的に白紙にし ています）
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 6.1. 監督者機能の概要
監督者ユーザーは、 診断、 システム構成パラ メ ータにアクセス し、 すべてのジ ョ ブ とユー
ザーを管理できます。 監督者画面は下図のよ う にな り ます ( 図 6-1)。

図 6-1 ： 監督者画面

監督者画面からは以下の機能にアクセスできます。 それぞれについては、 以降のセクシ ョ
ンで詳し く 説明し ます。

JOB MENU - ジ ョ ブの追加、 削除、 複製、 変更、 印刷。

DIAGNOSTICS - 機器の機能の管理。

USER MENU - ユーザーの追加、 削除、 複製、 変更、 印刷。

SYSTEM CONFIGURATION - システム設定パラ メ ータの閲覧と更新。

AUDIT TRAIL MENU - 追跡記録パラ メ ータの閲覧と更新。

PASSWORD OPTIONS - すべてのパスワー ド を一括し て有効または無効にする。

STATISTICS MENU - 統計報告の閲覧と印刷。

FIRMWARE UPDATE - OPEX 技術者による制御基板フ ァームウ ェ アの更新に使用。

UPDATE DISPLAY - OPEX 技術者によるデ ィ スプレ イ フ ァームウ ェ アの更新に使用。

SEQUENCE NUMBER - 追跡記録で使用されるシーケンス番号を表示および変更。

PRINTER UPDATE - OPEX 技術者による高速プ リ ン ターのフ ァームウ ェ アの更新に使用。
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 6.2. ジ ョ ブ メ ニュー
監督者はジ ョ ブ リ ス ト を作成し、 維持する権限があ り ます。 最大 100 のジ ョ ブまで対応で
きます。 JOB MENU を押すと、 ジ ョ ブ メ ニュー画面 （図 6-2） が表示され、 監督者は次の
機能を実行できます。

図 6-2 ： ジ ョ ブ メ ニュー画面

ADD - 新しいジ ョ ブを入力し、 [ ジ ョ ブ ] オプシ ョ ンを設定し ます。

DELETE - ジ ョ ブ リ ス ト からジ ョ ブを選択し て削除し ます。

MODIFY – ジ ョ ブ リ ス ト から既存のジ ョ ブを選択し てジ ョ ブのオプシ ョ ンを変更し ます。

COPY - ジ ョ ブ リ ス ト から既存のジ ョ ブを選択し、 そのパラ メ ータに基づいて新しいジ ョ
ブを作成し ます。 新しい （複製） ジ ョ ブのパラ メ ータ も編集できます。

SORT LIST - ジ ョ ブ リ ス ト をアルフ ァベ ッ ト 順に並び替えます。 ソー ト では、 すべての大
文字がすべての小文字の前に来る こ とに注意し て く だ さい （A、 B、 C...X、 Y、 Z、 次に a、
b、 c... x、 y、 z)。
PRINT – ジ ョ ブ リ ス ト からジ ョ ブを選択し、 そのジ ョ ブに関連するすべてのパラ メ ータ を
印刷し ます。

PRINT ALL - ジ ョ ブ リ ス ト 全体を印刷し ます。 *

注記 ： ［PRINT］ および ［PRINT ALL］ の選択は、 統計プ リ ン ターオプシ ョ ンを購入し て
いる場合にのみ表示されます。
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 6.2.1. ジ ョ ブの追加
1. ジ ョ ブ メ ニュー画面 ( 図 6-2) で、 ADD を押し ます。 図 6-3 に示すよ う に、 NEW JOB 

NAME 画面が表示されます。

図 6-3 ： 新しいジ ョ ブ名画面

2. オンスク リーンキーボー ド を使用し て、 新しいジ ョ ブ名を入力し ます。 リ ターンキー
を押すと新しいジ ョ ブが作成されます。 [ESC] ボタ ンを押すと ジ ョ ブ作成処理がキャ

ンセルされます。 ジ ョ ブ名は最大 10 文字まで入力できます。

3. ジ ョ ブに名前を付けて リ ターンキーを押すと、 新しいジ ョ ブの場所を選択するよ う に
求められます ( 図 6-4)。

デフ ォル ト のジ ョ ブ （以下 「NEW」） を選択する と、 新し く 作成し たジ ョ ブがジ ョ ブ

一覧の 「NEW」 の前に表示されます。 ジ ョ ブ リ ス ト にデータが入力されたら、 既存の

ジ ョ ブを選択し て新しいジ ョ ブを先行させる こ とができます。

図 6-4 ： 新しいジ ョ ブの場所を選択
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4. 次の画面は OM606 の構成によ っ て異な り ます ( 図 6-5)。
- ベースユニ ッ ト では、 ジ ョ ブオプシ ョ ンの選択画面が表示されます。

- ソー ト 機能を使用する と、 ジ ョ ブ設定 画面が表示されます。 JOB OPTIONS ボタ

ンを押し て、 ジ ョ ブオプシ ョ ンの選択画面に進みます。

図 6-5 ： 画面は機器の構成によ って異な り ます

5. ジ ョ ブオプシ ョ ンの選択画面には、 デフ ォル ト で 3 つのパラ メ ータがあり ます。 以下

で、 これらのパラ メ ータについて説明し ます。 パラ メ ータ を押すと、 パラ メ ータ を変
更する独自の画面が表示されます。

- JOB NAME - ジ ョ ブの名前を変更できます。

- CUT DEPTH - 処理を開始する と きに、 ジ ョ ブがユーザーに切込み深さ ノ ブの設定

を求める位置を管理し ます。 参考までに、 切込みの深さは封筒の端 （位置 1） から

0.03 cm （0.01 イ ンチ）、 深さ （位置 8） 0.32 cm （0.125 イ ンチ） までの範囲にな

り ます。 切込み位置 0 は、 封筒を カ ッ ト せずに処理する場合に使用し ます。

- STAMP ORIENTATION - 処理を開始する と きに、 ジ ョ ブがフ ィ ーダーに郵便物を

セ ッ ト するよ う にユーザーに求める向きを制御し ます。 「任意の方向」 に設定する
と、 ユーザーに向きを確認するプロンプ ト は表示されません。

ジ ョ ブの必要に応じ てこれらのパラ メ ータ を設定し ます。 オプシ ョ ンの追跡記録プ リ
ン ターかソー ト 機能、 またはその両方で追加のパラ メ ータが表示される こ とに注意し
て く だ さい。 パラ メ ータの完全な リ ス ト は 「ジ ョ ブパラ メ ータの詳細」 （92 ページ）

に記載されています。

6. ジ ョ ブの構成に問題がなければ、 EXIT を押し てジ ョ ブを保存し ます。

OM606 OM606
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 6.2.2. ジ ョ ブの削除
1. ジ ョ ブ メ ニュー画面 （図 6-2） で、 DELETE を押し ます。 図 6-6 のよ う に、 SELECT 

JOB TO DELETE 画面が表示されます。

図 6-6 ： 削除するジ ョ ブの選択画面

2. ジ ョ ブを押し て選択し ます。

3. 確認画面が表示され、 そのジ ョ ブを削除し てもいいか確認されます。 YES を押し て確

定し ます。 ジ ョ ブが削除され、 表示がジ ョ ブ メ ニューに戻り ます。

 6.2.3. ジ ョ ブの変更／修正
1. ジ ョ ブ メ ニュー画面 ( 図 6-2) で、 MODIFY を押し ます。 修正するジ ョ ブの選択 画面が

表示されます （図 6-7)。

図 6-7 ： 修正するジ ョ ブの選択画面

2. 次の画面は OM606 の構成によ っ て異な り ます。 ベースモデルの OM606 を使用し てい

る場合は、 ステ ッ プ 4 に進みます。
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3. ソー ト 機能を使用する と、 ジ ョ ブ設定画面が表示されます ( 図 6-8)。 この画面のオプ

シ ョ ンについて以下で説明し ます。 このプロセスでは、 JOB OPTIONS を押し ます。

図 6-8 ： ジ ョ ブ設定画面

ジ ョ ブ設定のオプシ ョ ンは次のとお り です。

- SORT WIZARD - ソー ト パラ メ ータ を設定するためのガイ ド付き メ ソ ッ ド を提供し

ます。 ソー ト ウ ィ ザー ドは 83 ページ以降で詳し く 説明されています。

- JOB OPTIONS - ジ ョ ブパラ メ ータのリ ス ト を表示および変更し ます。

- VIEW LENGTH DATA - 最後に実行されたジ ョ ブに基づいて、 このグラ フは、 処理

された封筒の量とその長さの測定値を表します。 ジ ョ ブを変更する際の最小値と最
大値を特定するのに役立ちます。 このグラ フは 「長さ ヒス ト グラム」 （96 ページ）

で詳し く 説明されています。

- VIEW THICKNESS DATA - 最後に実行されたジ ョ ブに基づいて、 このグラ フは、

処理された封筒の量と その厚さの測定値を表し ます。 ジ ョ ブを変更する際の最小
値と最大値を特定するのに役立ちます。 このグラ フは 「厚さ履歴」 （96 ページ） で

詳し く 説明されています。
監督者機能 77
Omation® Model 606™ オペレータ マニュアル

OPEX Corporation



4. ジ ョ ブオプシ ョ ンの選択画面が表示されます （図 6-9）。 これには、 デフ ォル ト で 3 つ

のパラ メ ータがあ り ます。 以下で説明し ます。 パラ メ ータ を押すと、 パラ メ ータ を変
更する独自の画面が表示されます。

図 6-9 ： ジ ョ ブオプシ ョ ンの選択

- JOB NAME - ジ ョ ブの名前を変更できます。

- CUT DEPTH - 処理を開始する と きに、 ジ ョ ブがユーザーに切込み深さ ノ ブの設定

を求める位置を管理し ます。 参考までに、 切込みの深さは封筒の端 （位置 1） から

0.03 cm （0.01 イ ンチ）、 深さ （位置 8） 0.32 cm （0.125 イ ンチ） までの範囲にな

り ます。 切込み位置 0 は、 封筒を カ ッ ト せずにソー ト するために使用されます。

- STAMP ORIENTATION - 処理を開始する と きに、 ジ ョ ブがフ ィ ーダーに郵便物を

セ ッ ト するよ う にユーザーに求める向きを制御し ます。 「任意の方向」 に設定する
と、 ユーザーに向きを確認するプロンプ ト は表示されません。

ジ ョ ブの必要に応じ てこれらのパラ メ ータ を設定し ます。 オプシ ョ ンの追跡記録プ リ
ン ターかソー ト 機能、 またはその両方で追加のパラ メ ータが表示される こ とに注意し
て く だ さい。 パラ メ ータの完全な リ ス ト は 「ジ ョ ブパラ メ ータの詳細」 （92 ページ）

に記載されています。

5. ジ ョ ブの構成に問題がなければ、 EXIT を押し てジ ョ ブを保存し ます。
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 6.2.4. ジ ョ ブの複製
1. ジ ョ ブ メ ニュー画面 ( 図 6-2) で、 COPY を押し ます。 複製するジ ョ ブ選択画面が表示

されます （図 6-10）。

図 6-10 ： 複製するジ ョ ブ選択画面

2. ジ ョ ブを タ ッ プ し て選択し ます。 ジ ョ ブ名の変更画面が表示されます （図 6-11）。

図 6-11 ： ジ ョ ブ名の変更画面

3. オンスク リーンキーボー ド を使用し て、 新しいジ ョ ブ名を入力し ます。 リ ターンキー
を押すと新しいジ ョ ブが作成されます。 ESC ボタ ンを押すと、 ジ ョ ブの複製処理が

キャ ンセルされます。 ジ ョ ブ名は最大 10 文字まで入力できます。
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4. ジ ョ ブに名前を付けて リ ターンキーを押すと、 新しいジ ョ ブの場所を選択するよ う に
求められます ( 図 6-12)。

デフ ォル ト のジ ョ ブ （以下 「NEW」） を選択する と、 複製し たジ ョ ブがジ ョ ブ リ ス ト

の 「NEW」 の前に表示されます。 ジ ョ ブ リ ス ト にデータが入力されたら、 既存のジ ョ

ブを選択し て複製し たジ ョ ブを先行させる こ とができます。

図 6-12 ： 新しいジ ョ ブの場所を選択

5. 必要に応じ て、 ジ ョ ブオプシ ョ ンを変更し ます ( 図 6-13)。 これらについては 「ジ ョ ブ

パラ メ ータの詳細」 （92 ページ） で詳し く 説明し ています。

図 6-13 ： ジ ョ ブオプシ ョ ンの選択画面

6. EXIT を押し てジ ョ ブを保存し ます。

 6.2.5. リ ス ト を並び替える
1. ジ ョ ブ メ ニュー画面 ( 図 6-2) で、 SORT LIST を押し ます。

2. SORT LIST を選択する と ジ ョ ブ リ ス ト をアルフ ァベ ッ ト 順に並び替えます。 

注記 ： このソー ト では、 すべての大文字がすべての小文字の前に来ます （A、 B、
C...X、 Y、 Z、 次に a、 b、 c... x、 y、 z)。
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 6.2.6. すべてのジ ョ ブまたは個別のジ ョ ブのパラ メ ータ
を印刷

ジ ョ ブ情報は一つのジ ョ ブ、 またはすべてのジ ョ ブに対し てプ リ ン ト アウ ト できます （統
計プ リ ン ターを別途購入する必要があ り ます）。 プ リ ン ト アウ ト にはジ ョ ブの名前やすべて
のジ ョ ブパラ メ ータが含まれます （図 6-15 を参照）。

図 6-14 ： ジ ョ ブ メ ニュー画面

注記 ： 特定のジ ョ ブに関する情報を印刷する場合は、 ジ ョ ブを選択する画面が表示され
ます。

図 6-15 ： ジ ョ ブ情報のプ リ ン ト アウ ト 例

M O D E L  3 0 6 S

J O B  P A R A M E T E R S

OPEX

J O B  N A M E
S O R T  O N  T H I C K N E S S
S O R T  O N  L E N G T H
S O R T  O N  H E I G H T
G A T E  B A T C H I N G
B A T C H  S I Z E  L O W E R
E X C E P T I O N  T H R E S H O L D
C U T  D E P T H
S T A M P  O R I E N T A T I O N
P R I N T E R  J O B

P A R A M E T E R  D E S C R I P T I O N

V I S A
N O
N O
N O
N O
2 1
5
1
A N Y  D I R E C T I O N
N O  P R I N T

V A L U E

P R I N T E D :    J U L Y  1 ,  2 0 1 1   1 1 : 3 0  A . M .
監督者機能 81
Omation® Model 606™ オペレータ マニュアル

OPEX Corporation



 6.2.7. ソー ト ウ ィ ザー ド
ソー ト ウ ィ ザー ド には、 ソー ト ジ ョ ブの設定に役立つガイ ド付き メ ソ ッ ドが用意されてい
ます。 ジ ョ ブは、 次の 3 つの要素のいずれかまたはすべてに基づいてソー ト するよ う に設
定できます。

• 厚さ ： これは厚さ測定装置によ って決ま り ます。 厚さ測定装置は、 封筒の高さに沿っ
て、 切手や窓がな く 一貫し た読み取り値が得られる可能性が最も高い位置に配置する
必要があ り ます。

• 長さ ： これは、 封書がセンサーの上を通過する と きに、 フ ィ ー ドパスに沿って設置さ
れたセンサーによ って測定されます。

• 高さ ： これは、 ブロ ッ ク済みのセンサーまたはブロ ッ ク解除済みのセンサーによ って
チ ェ ッ ク され、 スラ イダー ノ ブご とに固定ポイ ン ト に調整できます。

ソー ト ウ ィ ザード でジ ョ ブを構成する前に、 このプロセス用のプラ イマ リーメールとセカン
ダリーメールのサンプルが必要です。 プラ イマリーメールは残しておきたいメールで、 セカ
ンダリーメールは仕分けしたいメールです。 処理できるよ う にするにはそれぞれ 10 ～ 20 通
必要です。

ソー ト ウ ィ ザー ド を使用する場合 ：

• ソー ト ウ ィ ザー ド では、 一連の質問を通し て、 セカ ンダ リー メ ールではな く 、 プ ラ イ
マ リー メ ールをど こに送り たいかで仕分けを行います。

• ソー ト ウ ィ ザー ド では、 プ ラ イマ リー メ ールの一部を処理するよ う に求められます。
収集し たデータ を確認する機会が与えられ、 このプロセス中に ミ スや重送があった場
合は再度処理されます。

• ソー ト ウ ィ ザー ドは、 設定された分類スキームが正し く ソー ト されている こ と を確認
するために、 郵便物のサンプルをいつロー ド するかを尋ねます。

ソー ト ウ ィ ザー ド では、 この 3 つの要素に関連するジ ョ ブのみを設定し ます。 バッ チ処理
や追跡記録など、 必要なその他の機能は、 ジ ョ ブパラ メ ータ画面で手動で設定する必要が
あ り ます。

注記

ソー ト ウ ィ ザー ド の構成中にユーザーが EXIT ボタ ンを押し た場合、 または電源が切断さ

れた場合、 ジ ョ ブの変更機能を使用し てソー ト ウ ィ ザー ド の実行を続行し ます。
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 6.2.7.1. ソー ト ウ ィ ザー ド ジ ョ ブ画面

ソー ト ウ ィ ザー ド でジ ョ ブを構成する と、 同様の機能を持つ独立し たジ ョ ブ画面が表示さ
れます ( 図 6-16)。

図 6-16 ： ソー ト ウ ィ ザー ドのサンプル実行画面

左上にサンプルで処理された封書数が表示されます。 その下には、 厚さ と長さの最小値と
最大値、 高さ センサーで封書が合格か不合格かを示す高さの最小値と最大値があ り ます。

ソー ト ウ ィ ザー ドのジ ョ ブ画面には、 次の情報が表示されます。

• RUN - 郵便物を処理し て、 選択し た値を収集し、 仕訳設定をテス ト し ます。

• CLEAR - 収集し た値を ク リ ア し、 カウン ト を リ セ ッ ト し ます。 これは仕訳設定の実行

が成功せず、 再実行が必要な場合に使用できます。

• CONTINUE - キャ プチャ し たサンプルデータ を受け入れ、 次の画面に進みます。

• PROFILES - 図 6-17 に示すよ う に、 処理された各封書の長さに沿った厚さのグラ フ を

表示し ます。 矢印ボタ ンでサンプルの前後の封書を切り替える こ とができます。

図 6-17 ： 厚さ プロ フ ァ イル画面

• 厚さ DATA - 厚さ履歴グラ フ を表示し ます。 サンプル全体の平均封書厚さが表示され

ます。 縦軸は封書の数、 横軸は厚さの単位を表し ます。 サンプルの残り よ りはるかに
厚い範囲外の封書は、 重送を示し ている と考えられます。 この画面は、 「厚さ履歴」
（96 ページ） で詳し く 説明し ています。
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• LENGTH DATA - サンプル全体の封書の長を示す長さ ヒ ス ト グラムグラ フ を表示し ま

す。 縦軸は封書の数、 横軸は長さの単位を表し ます。 サンプルの残り よ りはるかに長
い範囲外の封書は、 重送を示し ている と考えられます。 この画面は、 「長さ ヒ ス ト グラ
ム」 （96 ページ） で詳し く 説明し ています。

• CANCEL - ジ ョ ブのセ ッ ト ア ッ プ画面に戻り ます。

プラ イマ リー メ ールのサンプルの後、 ソー ト ウ ィ ザー ドは仕訳設定をテス ト するよ う に求
めます。 これはサンプル実行と同様の画面を使用し ます。 さ らに MODIFY SORT ボタ ン
（リ ス ト の PROFILES の後に表示される） が追加されています。 このボタ ンでジ ョ ブオプ
シ ョ ンの簡易版バージ ョ ン画面が表示され、 ソー ト パラ メ ータ を手動で変更できます。
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 6.2.7.2. ソー ト ウ ィ ザー ド によるジ ョ ブの構成

1. 新しいジ ョ ブを追加し、 ジ ョ ブのセ ッ ト ア ッ プ画面で SORT WIZARD を押し ます。

2. 最初に表示される画面では、 仕訳設定を定義し ます。

- 1 番目 - 厚さに基づいて郵便物を ソー ト

- 2 番目 - 長さに基づいて郵便物を ソー ト

- 3 番目 - 高さに基づいて郵便物を ソー ト

ソー ト する郵便物に基づいて、 はいまたはいいえを選択し ます ( 図 6-18)。

図 6-18 ： 郵便物を厚さに基づいてソー ト する画面

3. プ ラ イマ リー メ ールを LOWER( 下 ) または SIDE( 横 ) にソー ト するよ う に選択し ます

( 図 6-19)。 プ ラ イマ リー メ ールは選択し たコ ンベヤーに送られ、 セカ ンダ リー メ ール

はすべて反対側のコ ンベヤーに送られます。

図 6-19 ： プラ イマ リー メ ールのソー ト 先画面

注記 ： 「高さのみ」 のソー ト ジ ョ ブを構成する場合、 ソー ト ウ ィ ザー ドはこの手順の後
にステ ッ プ 6 にスキッ プ し ます。
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4. 厚さ でソー ト する場合、 プ ラ イマ リー メ ールと比較し てセカ ンダ リー メ ールを次の場
合に選択し ます ( 図 6-20)。

- THINNER ジ ョ ブは、 測定されたプ ラ イマ リ ー値よ り も薄い郵便物を ソー ト し ます

- THICKER ジ ョ ブは、 測定されたプ ラ イマ リ ー値よ り も厚い郵便物を ソー ト し ます 
- BOTH THINNER AND THICKER ジ ョ ブは測定された両方の値に基づいてソー ト し

ます

図 6-20 ： 厚さ比較画面

5. 長さ でソー ト する場合、 プ ラ イマ リー メ ール比較し て と セカ ンダ リー メ ールが次の場
合に選択し ます ( 図 6-21)。

- SHORTER ジ ョ ブは、 測定されたプ ラ イマ リー値よ り も短い郵便物を ソー ト し ます

- LONGER ジ ョ ブは、 測定されたプ ラ イマ リ ー値よ り も長い郵便物を ソー ト し ます

- BOTH SHORTER AND LONGER ジ ョ ブは測定された両方の値に基づいてソー ト し

ます

図 6-21 ： 長さ比較画面
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6. 高さ でソー ト する場合、 高さ センサーがブロ ッ ク された と きの仕訳方法を選択し ます (
図 6-22)。

- PASS 封書をプ ラ イマ リー メ ールと し て識別し ます。

- FAIL 封書をセカ ンダ リ ー メ ールと し て識別し ます。

図 6-22 ： 高さ センサー画面

注記 ： 「高さのみ」 のソー ト ジ ョ ブを構成する場合、 ソー ト ウ ィ ザー ドはこの手順の後
にステ ッ プ 9 にスキッ プ し ます。

7. 次に、 プラ イマリーメールのサンプルをフ ィ ーダーに配置し、 TMD と高さセンサーの位

置を設定し、 カ ッ ターを切込みなしの位置に配置するよ う に求められます ( 図 6-23)。 こ

のプラ イマリーサンプルの処理は、 仕訳設定で選択された値をキャプチャ します。 プラ
イマリーメールのサンプル数は、 少な く と も 10 ～ 20 通にする必要があり ます。

ENTER を押し て続行し、 RUN を押し てサンプルメールを送り ます。

図 6-23 ： ソー ト ウ ィ ザー ドのプロンプ ト
監督者機能 87
Omation® Model 606™ オペレータ マニュアル

OPEX Corporation



8. サンプルの処理が終了する と、 ソー ト ウ ィ ザー ドのジ ョ ブ画面 ( 図 6-24) に、 キャ プ

チャ されたプ ラ イマ リー メ ールの値が表示されます。 CONTINUE を押し ます。

注記 ： 重送など、 処理に不安がある場合は、 再度処理をする こ とができます。

図 6-24 ： ソー ト ウ ィ ザー ドのサンプル実行画面

9. 次の画面では、 プ ラ イマ リー メ ールおよびセカ ンダ リー メ ールのサンプルを処理し て
仕訳設定をテス ト できます ( 図 6-25)。 YES を押し て続行し ます

注記 ： NO を選択すると、 ジ ョ ブオプシ ョ ン画面に戻り、 プラ イマリーメール処理の値
のみが保存されます。 ただし、 このジ ョ ブは、 SORT WIZARD に戻ったと きに 「Add 
Pieces to a Sort Scheme( 仕訳設定に封書を追加する )」 オプシ ョ ンで変更できます。

図 6-25 ： 実行確認画面
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10. こ こ でも、 メ ールサンプルを フ ィ ーダーに配置するよ う に求められます ( 図 6-26)。 今

回の処理は、 プ ラ イマ リー メ ールと セカ ンダ リー メ ールの両方を含める こ と です。

郵便物のサンプルは、 少な く と も 10 ～ 20 通のすべて異なる郵便物である必要があ り

ます。

高さのソー ト ジ ョ ブを設定する場合、 プ ラ イマ リー メ ールに基づいて高さの位置を設
定し ます。

ENTER を押し て続行し、 RUN を押し てサンプルメールを送り ます。

図 6-26 ： 情報画面

注記 ： ジ ョ ブが高さのみに基づいてソー ト するよ う に設定されている場合、 表示は自
動的にステ ッ プ 12 に進みます。

11. 選択し たコ ンベヤーに振り分けられたプ ラ イマ リー メ ールと、 反対側のコ ンベヤーに
振り分けられたすべてのセカ ンダ リー メ ールを確認し ます。 こ こ でも、 ソー ト ウ ィ
ザー ドのジ ョ ブ画面にキャ プチャ された値が表示されます ( 図 6-27)。

注記 ： 重送など、 処理に不安がある場合は、 再度処理をする こ とができます。

図 6-27 ： ソー ト ウ ィ ザー ドのテス ト 実行画面

12. テス ト の実行結果に問題がなければ、 CONTINUE を押し ます。
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13. ソー ト ウ ィ ザー ドの最後のプロンプ ト で結果が保存されます ( 図 6-28)。 YES, SAVE 
RESULTS を押し ます。

注記 ： 確認画面が短時間表示され、 その後ジ ョ ブのセ ッ ト ア ッ プに戻り ます。

図 6-28 ： 結果の保存

次の手順で、 位置設定による ソー ト ジ ョ ブの設定を行い、 ユーザーに以下の確認を求めま
す。 ソー ト ジ ョ ブ実行時の高さや TMD 位置。 さ らに、 カ ッ ト やプ リ ン ターの位置を設定
する必要がある場合。

1. JOB OPTIONS を押し、 次のパラ メ ータ を設定し ます。

- ジ ョ ブが高さ でソー ト する場合は、 使用する位置に合わせて高さの位置を設定し
ます。

- ジ ョ ブが厚さ でソー ト する場合は、 使用する位置に合わせて TMD 位置を設定

し ます。

2. 設定が完了し たら、 EXIT を押し てジ ョ ブを保存し ます。
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 6.2.8. ジ ョ ブパラ メ ータの詳細
このセクシ ョ ンでは、 ジ ョ ブに設定できるパラ メ ータについて説明し ます。 ジ ョ ブオプ
シ ョ ン画面 ( 図 6-29) は、 新しいジ ョ ブの追加、 既存のジ ョ ブの変更、 またはソー ト ウ ィ
ザー ド で作成し たジ ョ ブのテス ト の一部と し てアクセスできます。

パラ メ ータは、 設定された機器 （ベースまたはソー ト ） に基づいて、 オプシ ョ ンのプ リ ン
ターを含める場合に提供されます。 例えば、 高速イ ン クジ ェ ッ ト プ リ ン ターがある場合、
追跡記録が提供されます。

図 6-29 ： ジ ョ ブオプシ ョ ン画面

表 6-1 ジ ョ ブパラ メ ータ

パラ メ ータ 説明

JOB NAME( ジ ョ ブ名 ) 10 文字のテキス ト フ ィ ール ド。

SORT ON 
THICKNESS
( 厚さ で ソー ト )

Yes または No。 初期設定は No です。

TMD POSITION
(TMD 位置 )

このパラ メ ータは SORT ON THICKNESS = YES のと きに表示され、
ジ ョ ブ実行時に設定する TMD 位置をユーザーに知らせます。

• 範囲は 1 ～ 14 で、 初期設定は 1 です。 最も近いカ ッ ト エ ッ ジは 1
です。

LEAD EDGE 
OFFSET
( 測定しない先端の
長さ )

このパラ メ ータは SORT ON THICKNESS = YES のと きに表示され、
厚さ測定時に測定し ない先端からの長さ を設定し ます。

• 値は 10 分の 1 イ ンチで、 毎 ミ リ秒ご とに測定されます。

• 値は 0 ～ 40 に設定できます。 初期設定は 15 です。

TRAIL EDGE 
OFFSET( 測定し ない
末端の長さ )

このパラ メ ータは SORT ON THICKNESS = YES のと きに表示され、
厚さ測定時に測定し ない末端の長さ を設定し ます。

• 値は 10 分の 1 イ ンチで、 毎 ミ リ秒ご とに測定されます。

• 値は 0 ～ 40 に設定できます。 初期設定は 2 です。
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THICKNESS 
MINIMUM ( 厚さ最小 )

このパラ メ ータは SORT ON THICKNESS = YES のと きに表示され、
プ ラ イ マ リ ー メ ールの厚さ最小値を定めます。

• 値は 0 ～ 999 に設定可能で、 初期設定は 0 です。

THICKNESS 
MAXIMUM ( 厚さ最大 )

このパラ メ ータは SORT ON THICKNESS = YES のと きに表示され、
プ ラ イ マ リ ー メ ールの厚さ最大値を定めます。

• 値は 0 ～ 999 に設定可能で、 初期設定は 999 です。

SORT ON LENGTH
（長さ で ソー ト ）

Yes または No。 初期設定は No です。

LENGTH MINIMUM 
( 長さ最小 )

このパラ メ ータは SORT ON LENGTH = YES のと きに表示され、 プ ラ
イマ リ ー メ ールの長さ最小値です。

• 値は 400 ～ 999 に設定可能で、 初期設定は 400 です。

LENGTH MAXIMUM
( 長さ最大 )

このパラ メ ータは SORT ON LENGTH = YES のと きに表示され、 プ ラ
イマ リ ー メ ールの長さ最大値を定めます。

• 値は 400 ～ 999 に設定可能で、 初期設定は 999 です。

SORT ON HEIGHT
( 高さ で ソー ト ) YES または NO。 初期設定は NO です。

WHEN HEIGHT 
BLOCKED ( 高さ セン
サーが検知し た場合 )

このパラ メ ータは SORT ON HEIGHT = YES のと きに表示されます。

• PASS ： プ ラ イマ リ メ ールと し て識別し、 プ ラ イマ リ メ ール用に選択

されたコ ンベヤーに振り分けます （PRIMARY SORT TO パラ メ ータ

ご と）。

• FAIL ： セカ ンダ リ ー メ ールと し て識別し、 反対のコ ンベヤーに振り

分けます。

HEIGHT POSITION
( 高さの位置 )

このパラ メ ータは、 SORT ON HEIGHT = YES のと きに表示され、 こ
のジ ョ ブの実行時に設定する高さの位置をユーザーに通知し ます。

• 範囲は 1 ～ 8 で、 初期設定は 1 です。

MIXED MAIL ( 混在し
た状態の郵便物 )

ソー ト が設定されている場合。

• YES または NO。 初期設定は YES です。

• NO に設定されている場合、 厚さ最大平均設定値の 1.5 倍以上、 また

は長さ最大設定値の 1.5 倍以上の封書があった場合、 2 通と してカウ

ン ト されます。 これは正確なカウン ト を提供するために使用されます。

PRIMARY SORT TO 
( プ ラ イマ リ ーソー
ト 先 )

ソー ト が設定されている場合。

• プ ラ イ マ リ ー メ ールを ソー ト する場所を示し ます。

• LOWER ( 下側 ) または側面 (SIDE)。 初期設定は LOWER です。

GATE BATCHING
( ゲー ト バッ チ処理 ) YES または NO。 初期設定は NO です。

BATCH SIZE LOWER
( バッ チサイズ下側 )

• パラ メ ータは下側コ ンベヤーのバッ チサイズの設定に使用されます。

• 値は 20 ～ 200、 あるいは無効に設定可能で、 初期設定は無効です。

表 6-1 ジ ョ ブパラ メ ータ  （続き）

パラ メ ータ 説明
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BATCH SIZE SIDE
( バッ チサイズ側面 )

ゲー ト バッ チ処理が YES に設定されている場合。

• パラ メ ータは側面コ ンベヤーのバッ チサイズの設定に使用されます。

• 値は 20 ～ 200、 あるいは無効に設定可能で、 初期設定は無効です。

EXCEPTION 
THRESHOLD
( 例外の閾値 )

このパラ メ ータは、 ジ ョ ブが例外 （エラー状態） に遭遇し た場合の対応
方法を決定し ます。 例外には次の場合が含まれます。 ギャ ッ プが小さす
ぎる、 重送、 ソー ト 情報が不足し ている、 想定時間枠内に封書がカウン
ターセンサーに到着し ない ( 紙詰ま り ウ ィ ン ド ウ )、 紙詰ま り状態である
のに封書が移動し ている場合。 0 の値はすべてのエラーでの紙詰ま り を表
し、 1 は、 2 回連続エラーで紙詰ま り する こ と を表し ています。

• 値は 0 ～ 255 に設定可能で、 初期設定は 5 です。

CUT DEPTH
( 切込みの深さ )

• 切断時の切り込み深さ を設定し、 ジ ョ ブ実行時に設定する切込み深
さの位置をユーザーに通知し ます。

• 選択肢は 0 ～ 8 で、 初期設定は 1 です。 切込みな しは 0 で、 最も深

い切込みは 8 です。

STAMP 
ORIENTATION
( 切手の向き )

• パラ メ ータは郵便物をどのよ う にフ ィ ーダーに置 く べきか、 ユー
ザーに指示するために使用されます。

• 選択肢は以下の通り です ： ANY ORIENTATION ( あらゆる方向 )、
STAMP UP AND AWAY FROM USER ( 切手が上向きでユー

ザーから遠い )、 STAMP DOWN AND AWAY FROM USER 
( 切手が下向きでユーザーから遠い )、STAMP UP NEAR USER 
( 切手が上向きでユーザーに近い )、 STAMP DOWN NEAR 
USER ( 切手が下向きでユーザーに近い )。 初期設定は ANY 
ORIENTATION です。

AUDIT TRAIL
( 追跡記録 )

オプシ ョ ンの高速イ ン クジ ェ ッ ト プ リ ン ター設置時。

初期設定は NO PRINT ( 印刷な し )、 または設定し た追跡記録を選択し
ます。

DEPT.ID
( 部署 ID)

このパラ メ ータは、 AUDIT TRAIL = YES の場合に表示され、 一意の部
署 ID を郵便物に印刷する機能を提供し ます。

• 1 ～ 10 文字の設定ができ、 初期設定は D.I. です。

JOB TEXT 
( ジ ョ ブテキス ト )

このパラ メ ータは、 AUDIT TRAIL = YES の場合に表示され、 一意の
ジ ョ ブテキス ト 文字列を郵便物に印刷する機能を提供し ます。

• 1 ～ 10 文字の設定ができ、 初期設定は J.T. です。

POST DATE OFFSET
( 印字日付設定 )

このパラ メ ータは、 AUDIT TRAIL = YES の場合に表示され、 設定し た
日数先の日付を郵便物に印字する こ とができます。

• 値は 0 ～ 9999 で、 初期設定は 0 です。

表 6-1 ジ ョ ブパラ メ ータ  （続き）

パラ メ ータ 説明
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PRINT OFFSET
( 印字位置補正 )

このパラ メ ータは、 AUDIT TRAIL = YES の場合に表示され、 郵便物へ
の印字位置をずらす機能を提供し ます （先端長から相対的に）。

• 解像度は ミ リ秒なので、 それぞれの値は 8 分の 1 イ ンチよ りわずか

に大きい程度です。

• 値は 0 ～ 100 で、 初期設定は 0 です。

ENABLE DARK PRINT 
( 濃度を上げて印刷 )

このパラ メ ータは、 AUDIT TRAIL = YES の場合に表示されます。
［YES］ に設定する と、 追跡記録の印刷時によ り多 く のイ ン クが適用され
ます。

• 選択肢は YES または NO で、 初期設定は NO です。

PRINTER POSITION
( プ リ ン ター位置 )

このパラ メ ータは、 AUDIT TRAIL = YES のと きに表示され、 ジ ョ ブ実
行時に設定する高速イ ン ク ジ ェ ッ ト 位置をユーザーに知らせます。

• 選択肢は 0 ～ 8 で、 初期設定は 0 でます。

一意のジ ョ ブ ID 
(JOB UNIQUE ID)

IMB バーコー ド には数字しか使用できないため、 バーコー ド印刷時に使
用する一意の識別子。

表 6-1 ジ ョ ブパラ メ ータ  （続き）

パラ メ ータ 説明
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 6.2.9. 長さ ヒ ス ト グラム
長さ ヒ ス ト グラム （図 6-30、 左） は、 設定のメ イ ン画面から、 ジ ョ ブの修正画面、 および
サンプルメ ール実行後のソー ト ウ ィ ザー ドからアクセスできます。 最近処理された封書の
う ち、 特定の長さのものがい く つあるかを示すグラ フです。

• X 軸 （横） は長さの測定値で、 単位はセンサーの測定値によ り ます。 これらの単位は

おおよそ 0.31mm （1/83 イ ンチ） です。 これらの単位は、 最小長パラ メ ータ と最大長

パラ メ ータ を設定する と きに使用されます。 ジ ョ ブの最小単位と最大単位を表示する
には、 「ジ ョ ブのオプシ ョ ン」 を参照し て く だ さい。 これらは、 [JOB OPTIONS] で変

更できます。

• Y 軸 （縦） はその長さの封書が何通あるかを示す数です。

図 6-30 ： 長さ ヒ ス ト グラム画面と対応するジ ョ ブオプシ ョ ン

 6.2.10. 厚さ履歴
厚さの履歴 ( 図 6-31、 左 ) は、 設定のメ イ ン画面から、 ジ ョ ブの修正画面、 およびサンプ
ルメ ール実行後のソー ト ウ ィ ザー ドからアクセスできます。 最近処理された郵便物のう ち、
特定の平均厚さのものがい く つあるかを示すグラ フです。

• X 軸 （横） は厚さ測定値で、 単位は TMD の読み取り値によ り ます。 これらの単位はお

よそ 0.02mm （1/1250 インチ） です。 これらの単位は、 最小厚さ と最大厚さのパラ メー

タ を設定すると きに使用されます。 ジ ョ ブの最小単位と最大単位を表示するには、 「ジ ョ
ブのオプシ ョ ン」 を参照して く ださい。 これらは、 [JOB OPTIONS] で変更できます。

• Y 軸 （縦） は、 その厚さの封書が何通あるかを示す数です。

図 6-31 ： 厚さ履歴画面と対応するジ ョ ブオプシ ョ ン
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 6.3. 診断
診断にあるオプシ ョ ン （図 6-32） について以下で説明し ます。

図 6-32 ： 診断画面

MACHINE PARAMETERS - ［MACHINE SETUP( 機器の設定 )］ 画面を表示し ます。
OM606 のさ まざまな動作を設定できます。

SERVICE INFORMATION - 技術サポー ト 用

MODULE TESTS - 技術サポー ト 用

DISPLAY INTENSITY - 押すと液晶の輝度を増減し ます。 スラ イダーを左に動かすと画面
が暗 く 、 右に動かすと明る く な り ます。 SAVE を押し て保存し ます。

INPUT TEST - 技術サポー ト 用

OUTPUT TEST - 技術サポー ト 用

BACKUP DATA - 技術サポー ト 用

RESTORE DATA - 技術サポー ト 用

RELOAD STRINGS - 技術サポー ト 用
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 6.3.1. 機器パラ メ ータ
機器の設定画面にあるオプシ ョ ン （図 6-33） について以下で説明し ます。

図 6-33 ： 機器の設定画面

SET MACHINE PARAMS - 技術サポー ト 用

SET CLOCK - 時刻の表示形式を設定できます。

SET SYSTEM CONFIG - 次のパラ メータ を表示および編集できます。

• フ ィ ー ドの再起動モー ド ： 「フ ィ ー ドが空」 の状態が検出された と きの機器の動作。

- 0= 自動 （初期設定）。 最初のス タ ッ クがフ ィ ー ド され、 フ ィ ー ド空のタ イムアウ ト

設定値を超過する と、 フ ィ ーダーはリ ロー ド時に自動的にフ ィ ー ド を続行し ます。

- 1= 手動。 フ ィ ー ド空のタ イムアウ ト 設定値を超過し た場合、 リ ロー ド時にフ ィ ー

ド を続行するには、 ユーザーが [RUN] を押す必要があ り ます。

• バッ チャー再開モー ド ： バッ チサイズの値が検出された と きの機器の動作。

- 0= 自動 （初期設定）。 自動モー ド では、 オペレータは設定されたバッ チサイズの値

に達し た後に [RUN] を押し て処理を続行する必要はあ り ません。

- 1= 手動。 手動モー ド では、 オペレータは設定されたバッ チサイズの値に達し た後

に [RUN] を押し て処理を続行する必要があ り ます。

• 言語 ： 英語 （初期設定）

- ド ロ ッ プダウンオプシ ョ ン ： フ ラ ンス語、 ド イ ツ語、 フ ラ ンス語 （カナダ）、 スペ
イ ン語、 ポル ト ガル語、 イ タ リ ア語、 オラ ンダ語、 デンマーク語、 日本語

• 日付形式 ：

- 0= 月／日／年 （初期設定）

- 1= 日／月／年

- 2= 年／月／日

• 機器 ID （0） ： 設置現場の機器を識別する値 (0 ～ 99) を設定するために使用されます。
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RESET MENU - 以下の項目を リ セ ッ ト できます。 すべて リ セ ッ ト する こ と も、 個別に リ
セ ッ ト する こ と もできます。

• すべてを リ セ ッ ト

• ジ ョ ブを リ セ ッ ト

• 追跡プロ フ ァ イルを リ セ ッ ト

• 機器パラ メ ータ を リ セ ッ ト

• ユーザーを リ セ ッ ト

• プ リ ン ターパラ メ ータ を リ セ ッ ト

• システム設定を リ セ ッ ト

• 統計を リ セ ッ ト

• 時刻を リ セ ッ ト

リ セ ッ ト 選択を押すと、 リ セ ッ ト を確認する警告プロンプ ト （はい / いいえ） が表示され
ます。

SET PRINTER PARAMS - 以下の高速プ リ ン ターパラ メ ータ を設定できます。

• 自動スピ ッ ト モー ド を有効にする ( いいえ )/ はい

変更する こ とは推奨されません。 「はい」 に変更する と、 ジ ョ ブ開始時にプ リ ン ターが
ベル ト をパージ し ます。

• 許容される行数 (4)/1 ～ 4
封筒の高さあた りの印刷可能行数を指し ます。

• 時刻の表示形式 (12 時間 )/24 時間

• 日付形式 (MMDDYY) / DDMMYY、 YYYYMMDD

PRINT MACHINE PARAMETERS - オプシ ョ ンの統計プ リ ン ターで押すと、 機器パラ メ ー
タのリ ス ト が印刷されます。

ETHERNET SETUP - ネ ッ ト ワーク接続 ( オプシ ョ ン ) について設定を行えます。 ONS ソ
フ ト ウ ェ ア との通信に使用し ます。

• IP ア ド レス （初期設定は 192.168.3.1）

• サブネ ッ ト マスク （初期設定は 255.255.255.0）

• ゲー ト ウ ェ イア ド レス （初期設定は 192.168.3.0）

• ポー ト （初期設定は 39）
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 6.4. ユーザー メ ニュー
監督者画面で USER MENU を選択する と、 次のオプシ ョ ンが表示されます （図 6-34）。

図 6-34 ： ユーザー メ ニュー画面

ADD – 新しいユーザーを入力し、 ユーザーオプシ ョ ンを設定し ます。

DELETE - ユーザーリ ス ト からユーザーを選択し、 ユーザーを削除し ます。

MODIFY – ユーザーリ ス ト から既存のユーザーを選択し、 ユーザーのオプシ ョ ンを変更し
ます。

SORT LIST – ユーザーリ ス ト をアルフ ァベ ッ ト 順に並び替えます。

PRINT – ユーザーリ ス ト からユーザーを選択し、 それに関連するすべてのパラ メ ータ を印
刷し ます。

PRINT ALL - ユーザーのリ ス ト 全体を印刷し ます。

注記 ： ［PRINT］ および ［PRINT ALL］ は、 オプシ ョ ンの統計プ リ ン ターを有効にし た場
合にのみ表示されます。
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 6.4.1. ユーザーを追加
1. USER MENU 画面 （図 6-34） で ADD を押し ます。 新規ユーザー名画面が表示され

ます （図 6-35）。

図 6-35 ： 新規ユーザー画面

2. オンスク リーンキーボー ド を使用し て新規ユーザー名を入力し ます。 リ ターンキーを
押すと新規ユーザーが作成されます。 ESC ボタ ンを押すと、 ユーザー作成処理がキャ

ンセルされます。 ユーザー名は最大 10 文字まで入力できます。

3. ユーザーに名前を付けて リ ターンキーを押すと、 新規ユーザーの場所を選択するよ う
に求められます ( 図 6-36)。

図 6-36 ： 新しい場所の選択画面

デフ ォル ト ユーザー （以下 「NEW」） を選択する と、 新し く 作成し たユーザーがユー

ザーリ ス ト の 「NEW」 の前に表示されます。 ユーザーリ ス ト に他のユーザーが入力さ

れたら、 既存のユーザーを選択し て、 新規ユーザーを先に配置できます。
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4. ユーザーの変更画面が表示されます ( 図 6-37)。 必要に応じ てユーザーのパラ メ ータ を

設定し ます。 これらのパラ メ ータ を次に一覧表示し ます。

図 6-37 ： ユーザーの変更画面

- USER NAME - ユーザーの名前を変更できます。 ユーザー名は、 最大 10 文字まで

入力できます。

- INITIALS - 追跡記録で使用するユーザーのイニシャルを設定できます。 なお、 こ

のパラ メ ータには、 ユーザー名パラ メ ータ で入力可能な任意のテキス ト を含める
こ とができます。

- PASSWORD - ユーザーのパスワー ド を変更できます。 監督者の場合は、 これを行

う ためにユーザーのパスワー ドは必要あ り ません。

- USER GROUP - ユーザーをグループ化できます。

- USER LANGUAGE - 他のユーザーとは関係な く 、 このユーザーに表示される言語

を設定できます。

- Unique ID - IMB バーコー ド には数字しか使用できないため、 バーコー ド を印刷す

る と きに使用する一意の識別子。

5. EXIT を押し てユーザーを保存し ます。
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 6.4.2. ユーザーの削除
1. ユーザー メ ニュー画面 ( 図 6-34) で、 DELETE を押し ます。 削除するオペレータの選択

画面が表示されます （図 6-38）。

図 6-38 ： 削除するユーザーの選択画面

2. 削除し たいユーザーを押し ます。 確認画面が表示されます。 YES を押し て確定し ます。

ユーザーが削除され、 ユーザー メ ニュー画面に戻り ます。

 6.4.3. ユーザーを変更
1. ユーザー メ ニュー画面 ( 図 6-34 を参照 ) で、 MODIFY を押し ます。 ユーザーの選択画

面が表示されます ( 図 6-39)。

図 6-39 ： ユーザーの選択画面
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2. ユーザーを押し て選択し ます。 ユーザーの変更画面が表示されます ( 図 6-40)。

図 6-40 ： ユーザーの変更画面

この画面で使用可能なパラ メ ータは次のとお り です。

- USER NAME - ユーザーの名前を変更できます。 ユーザー名は、 最大 10 文字まで

入力できます。

- INITIALS - 追跡記録で使用するユーザーのイニシャルを設定できます。 なお、 こ

のパラ メ ータには、 ユーザー名パラ メ ータ で入力可能な任意のテキス ト を含める
こ とができます。

- PASSWORD - ユーザーのパスワー ド を変更できます。 監督者の場合は、 これを行

う ためにユーザーのパスワー ドは必要あ り ません。

- USER GROUP - ユーザーをグループ化できます。

- USER LANGUAGE - 他のユーザーとは関係な く 、 このユーザーに表示される言語

を設定できます。

- Unique ID - IMB バーコー ド には数字しか使用できないため、 バーコー ド を印刷す

る と きに使用する一意の識別子。

3. 必要に応じ てユーザーのパラ メ ータ を変更し、 EXIT を押し て変更を保存し ます。

 6.4.4. リ ス ト を並び替える
1. ユーザー メ ニュー画面 （図 6-34） で、 SORT LIST を押し ます。

2. SORT LIST を押すと、 ユーザーリ ス ト がアルフ ァベ ッ ト 順に並び替えられます。 すべ

ての大文字はすべての小文字の前に来る こ とに注意し て く だ さい。 (A、 B、 C...X、 Y、

Z、 a、 b、 c... x、 y、 z)。 監督者は常に最後に配置されます。
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 6.4.5. すべてまたは個々のユーザーのパラ メ ータ を印刷
注記 ： パラ メ ータ を印刷するには、 オプシ ョ ンの統計プ リ ン ターが必要です。

すべてまたは個々のユーザーのユーザー情報を印刷できます。 印刷結果には名前、 パス
ワー ド、 グループ番号や設定言語が含まれます。 印刷結果の選択肢は USER MENU 画面か
ら （図 6-41） 利用可能です。 例を図 6-42 に示し ます。

図 6-41 ： ユーザー メ ニュー画面

注記 ： 特定のユーザーに関する情報を印刷する場合は、 ユーザーを選択できる追加画面が
表示されます。

図 6-42 ： ユーザー情報のプ リ ン ト アウ ト 例

MODEL 606

USER PARAMETERS

OPEX

USER NAME......................
INITIALS.......................
PASSWORD.......................
USER GROUP.....................
USER LANGUAGE..................

PARAMETER DESCRIPTION

CHRIS
C.B.

1
DEFAULT

VALUE

PRINTED:   DECEMBER 12 , 2024   8:38 A.M.
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 6.5. システム設定メ ニュー
監督者はシステム設定のパラ メ ータの閲覧と編集ができます。 監督者メ イ ン メ ニューで
SYSTEM CONFIGURATION を選択する と、 次の画面 （図 6-43） が表示されます。

図 6-43 ： （監督者） システム設定画面

システム設定画面には次のオプシ ョ ンがあ り ます ：

• FEED RESTART MODE - 「フ ィ ー ド が空」 の状態が検出された場合の本機の再開

モー ド を設定し ます。 選択肢は以下の通り です ：

- 0 = 自動 （初期設定）。 自動モー ド ではユーザーが郵便物を フ ィ ー ド 部分に置 く と、

自動的に本機に送り込まれます。 自動モー ド では ENTER キーを押す必要があ り ま

せん。

- 1 = 手動。 手動モー ド ではユーザーが郵便物を フ ィ ー ド 部分に置いてから、

ENTER を押し て本機を再開させる必要があり ます。

• BATCHER RESTART MODE - 「バッ チが満杯」 の状態が検出された場合の本機の再

開モー ド を設定し ます。 選択肢は以下の通り です ：

- 0 = 自動 （初期設定）。 自動モー ド では、 ユーザーは本機を再開させるのに ENTER
キーを押す必要があ り ません。

- 1 = 手動。 手動モー ド ではユーザーが ENTER を押し て本機を再開させる必要があ

り ます。

• LANGUAGE - 本機で使用する言語を設定し ます。 選択肢は以下の通り です ：

- 0 = 英語 （初期設定）

- 1 = フ ラ ンス語

- 2 = ド イ ツ語

- 3 = フ ラ ンス語 （カナダ）

- 4 = スペイ ン語

- 5 = ポル ト ガル語

- 6 = イ タ リ ア語

- 7 = オラ ンダ語

- 8 = デンマーク語

- 9 = 日本語
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各ユーザーは独自の言語を選択でき、 その選択の 1 つは 「既定値」 である こ と に注意

する必要があ り ます。 つま り、 このパラ メ ータ を変更する と、 一部のユーザーの言語
に影響を与える可能性があ り ます。

注記 ： 本機に表示される時刻形式は選択された言語と関連付けられています。 英語は
12 時制、 他の言語は 24 時制を使います。

• 日付形式 - ユーザーイ ン タ フ ェースや報告に使われる日付／時刻形式の既定値の設定。

選択肢は以下の通り です ：

- 0 = MM/DD/YY ( 初期設定 )
- 1 = DD/MM/YY
- 2 = YYYY/MM/DD
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 6.6. 追跡記録メ ニュー
オプシ ョ ンの高速イ ン クジ ェ ッ ト プ リ ン ターを設置する と、 監督者はジ ョ ブレベルで適用
する追跡記録を設定および管理する こ とができます。 監督者メ ニューの AUDIT TRAIL 
MENU ボタ ンを押し て、 追跡記録設定画面を表示し ます ( 図 6-44)。

• AUDIT TRAIL EDITOR - 追跡記録を設定および管理し ます。

• AUDIT TRAIL ELEMENT SETTINGS - 要素テキス ト を設定、 表示、 リ セ ッ ト し ます。

図 6-44 ： 追跡記録設定画面

 6.6.1. 追跡記録エデ ィ タ
AUDIT TRAIL EDITOR ボタ ンを押し ます。 最大 100 件の追跡記録まで対応できます。

図 6-45 ： 追跡記録リ ス ト の変更画面

このメ ニュー ( 図 6-45) を使用する と、 監督者は次の機能を実行できます。

ADD - 新しい追跡記録名を入力し、 設定プロセスを実行し ます

DELETE - 既存の追跡記録を削除し ます

MODIFY - 既存の追跡記録を変更し ます

COPY - 既存の追跡記録を 「テンプレー ト 」 と し てコ ピーし、 新しい追跡記録を変更およ
び追加し ます

SORT LIST - このボタ ンを押すと、 すべての追跡記録が自動的にアルフ ァベ ッ ト 順に並び
替えられます
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 6.6.2. 追跡記録要素設定
AUDIT TRAIL ELEMENT SETTINGS ボタ ンを押し ます。

図 6-46 ： 追跡記録要素設定画面

本メ ニュー （図 6-46） から監督者は次の機能を実行できます。

• SET / VIEW ELEMENT TEXT - 事前設定された追跡記録要素のリ ス ト を提供し ます。

これらの要素の幾つかはこの画面で変更できます。

• RESET ALL ELEMENT TEXT - 変更されたすべての要素を初期設定に リ セ ッ ト し ます。

すべての要素にはどの種類の要素かを示す文字が、 最初と最後についています。

• 引用符 (“) は初期設定を含み、 変更可能である こ と を示し ます （例 ： “Text1”)。

• 角括弧 ([]) は、 関連付けられている静的データ を示し ます （例 ： [ ジ ョ ブ名 ]）。

• 記号 (<>) は、 関連する動的データ である こ と を示し ます （例 ： < 日付 >）。
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 6.6.3. デフ ォル ト の追跡記録要素

• AR ： 「売掛債権」 と印刷されます。

• AT ： 「会計」 と印刷されます。

• BL ： 「請求」 と印刷されます。

• CN ： 「機密」 と印刷されます。

• PB ： 「処理者」 と印刷されます。

• PO ： 「処理日」 と印刷されます。

• T1 ： 「Text1」 と印刷されます。

• T2 ： 「Text2」 と印刷されます。

• T3 ： 「Text3」 と印刷されます。

• T4 ： 「Text4」 と印刷されます。

• T5 ： 「Text5」 と印刷されます。

• JN ： 追跡記録の印刷中に実行されているジ ョ ブの名前が印刷されます。

• DI ： 現在のジ ョ ブの 「部署 ID」 欄に入力されている、 部署識別情報が印刷されます。

• JT ： 現在のジ ョ ブの 「JOB TEXT」 欄に入力されている、 ユーザー割り当てテキス ト

が印刷されます。

• ON ： 現在のユーザーの名前が印刷されます。

• OI ： 現在のユーザーのイニシャルが印刷されます。

• B1 ： 選択する と、 日付、 時刻、 シーケンス番号、 ユーザー ID、 ジ ョ ブ ID、 機器 ID を

含む IMB バーコー ド を印刷し ます。 次のセク シ ョ ンでは、 このバーコー ド を カス タ マ

イズする方法について説明し ます。

• DT ： 追跡記録プ リ ン ターパラ メ ータ画面で設定された形式で月、 日、 年が印刷され

ます。

• TI ： 追跡記録プリ ンターパラ メータ画面で設定された形式で時、 分、 秒が印刷されます。

• SN ： 印刷されたすべての封筒の 5 桁の物理的な数が印刷されます。 これは封筒が印刷

されるたびに更新されます。 この値は 0 から始ま り、 65,535 まで増えてから 0 に戻り

ます。
監督者機能 109
Omation® Model 606™ オペレータ マニュアル

OPEX Corporation



 6.6.3.1. 追跡記録要素機能

• NL ： 新しい要素を印刷する別の行と し て追加するために使用し ます ( 図 6-47)。 4 行ま

で追加できます。 行数が増える と、 テキス ト のサイズが小さ く な り ますのでご注意 く
だ さい。 追跡記録の全体の高さは、 約 1.27cm （1/2 イ ンチ） で一貫し ています。

• Spacebar (“”) ： 要素を区切るスペースを追加するために使用し ます。

図 6-47 ： NL およびスペースの出力例
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 6.6.4. バーコー ド 1 （B1） 詳細

Model 606 で印刷されるバーコー ド は、 次のよ う に IMB 形式の 31 桁の数字を使用し ます。

• 日付には 6 ～ 8 桁の数字を使用

• 時刻には 6 桁の数字 （24 時制） を使用

• シーケンス番号には 6 桁の数字を使用。 これは実質的に実行中の処理の印刷カウン

ターです。 監督者は、 現在のシーケンス番号を変更またはリ セ ッ ト できます。

• ユーザー ID には 2 桁の数字を使用

• ジ ョ ブ ID には 2 桁の数字を使用

• 機器 ID には 2 桁の数字を使用

• 残りの桁はゼロのままです。

バーコー ドの読み取り例を図 6-48 に示し ます。 2024 年 11 月 15 日 （6 桁形式） 午後 3 時
08 分 11 秒に、 機器 #01 でジ ョ ブ 05 を実行し ているユーザー 02 によ って、 10,000 通の
封書が処理された と書かれています。

図 6-48 ： バーコー ドの桁の例

DDDDDDTTTTTTSSSSSSUUJJMM0000000
01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

MMDDYY 24

01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

MMDDYY 24

1115241508110100000205010000000

1115241508110100000205010000000
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 6.7. パスワー ド オプシ ョ ン
パスワー ド オプシ ョ ン画面 （図 6-49） では、 ユーザーパスワー ド の有効 / 無効をグローバ
ルに設定できるほか、 監督者パスワー ド も設定できます。 パスワー ドが有効になっている
場合、 ユーザーまたは監督者にパスワー ドの入力を求めるプロンプ ト が表示されるのは、
パスワー ドがすでに存在する場合だけです。

図 6-49 ： パスワー ド オプシ ョ ン画面

USER PASSWORDS - ユーザーのパスワー ド 設定を許可または禁止できます （図 6-50）。

図 6-50 ： ユーザーパスワー ド画面

SUPERVISOR PASSWORD - 監督者パスワー ド を変更できます。 最初に現在のパスワー
ド を入力する必要があ り ます。
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 6.8. 統計メ ニュー
このメ ニュー （図 6-51） は、 すべてのログイ ンで実行されるジ ョ ブに関する統計データ を
提供し ます。

図 6-51 ： 統計メ ニュー

DISPLAY DATA - 個々のジ ョ ブ、 ユーザーご とのジ ョ ブ、 またはすべてのジ ョ ブに関する
レポー ト を表示できます。

SET CLOCK - 統計の計算に使用するシステムク ロ ッ ク を変更できます。

RESET DATA - すべての統計データ を ク リ ア し ます。 このボタ ンを押すと画面が確認
（YES または NO） を求めます。

PRINT DATA - オプシ ョ ンの統計プ リ ン ターで使用できます。 表示データ で使用できるレ
ポー ト と同じ レポー ト を印刷できます。
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 6.8.1. データの表示
この画面 （図 6-52） ですべての、 も し く は特定のユーザーに関する統計データ を表示でき
ます。

図 6-52 ： 監督者レベル - 統計メ ニューを表示

DETAILS REPORT - 指定し た時間内に実行されたジ ョ ブのデータ を、 ジ ョ ブ とユーザー
でソー ト し て表示し ます。 各ジ ョ ブは独自のページに表示されます。 ページの下部にある
矢印ボタ ンを使用する と、 ページを切り替える こ とができます。

SUMMARY REPORT - 指定された時間範囲に基づいて、 実行されたすべてのジ ョ ブに関す
るデータ を提供し ます。 すべてのジ ョ ブが 1 つのレポー ト に結合されます。

JOB REPORT - 指定し た時間範囲内に実行された各ジ ョ ブに関するデータ を提供し ます。

USER REPORT - 指定し た時間範囲内にジ ョ ブを実行し た各ユーザーに関するデータ を提
供し ます。

INDIVIDUAL RUN - 指定し た時間範囲内に各個人ユーザーが実行し た個々のジ ョ ブに関す
るデータ を提供し ます。

SET TIME RANGE - 表示し たい統計情報の時間範囲を指定できます。
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 6.9. LAN ポー ト の設定
本機背面の LAN ポー ト 接続 （オプシ ョ ン） は ONS や Insight ソ フ ト ウ ェ アに対応し てい
ます。 このサポー ト は、 ONS バージ ョ ン 2.7.0.1 および Insight バージ ョ ン 8.3.11.0 から
開始されます。

動的 IP ア ド レスはサポー ト されていません。 以下のポー ト ア ド レス設定を行う には、 現場
の IT サポー ト が必要です。 ポー ト を設定するには、 次の場所に移動し ます。

監督者 > 診断 > 機器の設定 > イーサネッ トの設定。

初期設定値 ：

• IP ア ド レス ： 192.168.3.1

• サブネ ッ ト マスク ： 255.255.255.0

• ゲー ト ウ ェ イア ド レス ： 192.168.3.0

• ポー ト ： 39

Insight ソ フ ト ウ ェ ア ( 図 6-53) を使用する と、 OM606 を リ モー ト アクセスで管理できま
す。 例えば、 機器の統計、 ユーザー、 ジ ョ ブを表示し た り、 ジ ョ ブ、 ユーザー、 機器のパ
ラ メ ータ を 1 台の機器から他の機器に複製し た り、 一度に複数の機器に複製し た り する こ
とができます。

図 6-53 ： Insight
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（このページは意図的に白紙にし ています）
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 7.1. 全般的な情報

メ ンテナンス時にすべての部品の摩耗や損傷をチ ェ ッ ク し ます。 破損または摩耗し た部品
は、 同一かつ純正のスペアパーツ と交換する必要があ り ます。

 7.1.1. 用語
メ ンテナンス とは、 点検、 予防保守、 修理メ ンテナンスを総称し たものです。

点検

状態を判断し て記録を付ける確認作業

予防保守 （PM）

正常な状態への回復 ：

• 保守作業、 試験、 調整、 再調整、 注油、 清掃作業、 保護

• 設定の確認、 データの追跡

• 耐用年数が経過し た部品の交換

注記 ： 現地の法律で許可されている場合、 日常の清掃やプ リ ン ターカー ト リ ッ ジの交
換など、 スケジュール外の特定のメ ンテナンスは、 適切に訓練された、 資格のある
ユーザーレベルの担当者が実施する場合があ り ます。

修理メ ンテナンス

予防保守作業中に不具合が確認された部品の交換

本機の操作、 保守、 または ト ラブルシューテ ィ ングを行う前に第 2 章 ： 「安
全と怪我の予防」 のすべての安全上の注意と手順を読み、 従って く だ さい。
これを怠る と、 重大な怪我や死亡につながる可能性があ り ます。
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 7.1.2. 担当者の取扱資格

予防保守の手順には特別な資格が必要であ り、 次の者が行う必要があ り ます。

• 認定された担当者

• 機械取扱有資格者 （記載がある場合）

• 電気取扱有資格者 （記載がある場合）

 7.1.3. 安全上の注意

メ ンテナンスの手順。

保守作業には、 機械カバーの取り外し、 内部部品の分解、 工具の使用が含まれる場合があ
り ます。 死亡や重傷につながる恐れがあ り ます。

▶機器の保守および メ ンテナンスは、 認定された担当者、 または機械取扱または電気

取扱有資格者 （記載がある場合） のみが許可されます。

▶保守や ト ラブルシューテ ィ ング、 外装カバーの取り外し を行う前に、 機器を停止し

て く だ さい。 「7.4. システムの停止手順」 （122 ページ） を参照し て く だ さい。

▶実施する作業に適し た個人用防護具 （PPE） を着用し て く だ さい。

▶許可され、 訓練を受けた種類の作業のみを実行し ます。

▶電気設備工事は、 電気取扱有資格者のみが行う こ とができます。

▶メ ンテナンス作業について適時に操作担当者に知らせます。

▶監督者を任命し ます。

▶メ ンテナンスエ リ ア全体の安全を確保し ます。

▶特定の作業場所の操作および安全上の注意に従って く だ さい。

▶部品は必要な場合のみ分解し、 再組み立て用のマーキングを行います。

▶指を挟む危険に注意し て く だ さい。

▶清潔で安全な作業エ リ アを維持し ます。

「1.6.2. スキルと取扱資格」 （15 ページ） を読んで理解し てから、 保守を実
施を計画し て く だ さい。 これを怠る と、 重大な怪我や死亡につながる可能
性があ り ます。

▶本取扱説明書全体を通し て、 特に下記のセク シ ョ ン 7.1.3. に記載され

ている安全上の注意をすべて遵守し て く だ さい。

警告
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 7.1.4. 貯蔵エネルギー

貯蔵エネルギーの放出。

無停電電源装置 （UPS） などのコ ンポーネン ト には、 貯蔵エネルギーが含まれている場合
があ り ます。

▶UPS をシャ ッ ト ダウン し てから メ ンテナンスを行って く だ さい。 「7.4. システムの停

止手順」 （122 ページ） を参照し て く ださい。

 7.1.5. 静電放電 （ESD）

静電放電 （ESD） による危険。

これによ り静電放電に敏感な回路基板が損傷するおそれがあ り ます。

▶静電放電による損傷を軽減するには、 次の手法に従って く だ さい。

▶回路基板は必ず端を持って く だ さい。

▶チ ッ プ （IC） やコネク タには絶対に触れないで く だ さい。

▶設置準備ができるまで、 回路基板は静電放電用袋の中に密閉された状態で保管し て

く だ さい。

▶静電放電用袋から回路基板を取り出す前に、 認定された担当者が対象機の塗装され

ていない金属の表面に触れて、 機器と回路基板と技術者の間で電位を等し く し ます。

▶交換し たもの （不良回路基板） を静電放電袋に戻し ます。

▶静電放電保護装置に指定されている もの以外は、 回路基板をプ ラスチ ッ ク容器に入

れて保管し ないで く だ さい。

警告

注記
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 7.2. PM 予備部品

 7.3. 予防保守スケジュール

メ ンテナンスの手順。

保守作業には、 機械カバーの取り外し、 内部部品の分解、 工具の使用が含まれる場合があ
り ます。 死亡や重傷につながる恐れがあ り ます。

▶機器の保守および メ ンテナンスは、 認定された担当者、 または機械取扱または電気

取扱有資格者 （記載がある場合） のみが許可されます。

▶保守や ト ラブルシューテ ィ ング、 外装カバーの取り外し を行う前に、 機器を停止し

て く だ さい。 「7.4. システムの停止手順」 （122 ページ） を参照し て く だ さい。

PM サービス契約の訪問間隔は 2ヶ月に 1 回です。 PM 訪問では、 O リ ング、 タ イヤ、
フ ィ ー ド ベル ト 、 文書分離用パッ ド などのゴムおよびプ ラスチ ッ ク部品の摩耗や損傷を点
検し、 必要に応じ て交換し ます。

警告

認められていない、 非正規部品の取り付け。

OPEX 純正部品以外の部品を取り付ける と、 安全衛生上の危険や物的損害を招 く 可能性
があり ます。

注記 ： 非純正部品が安全性や応力の要件を満たすよ う に設計 ・ 製造されている保証はあ
り ません。

▶純正 OPEX パーツのみを使用し て く だ さい。

警告
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 7.4. システムの停止手順
メ ンテナンスや修理を行う前に、 次の手順で Omation® Model 606™ の電源を切って く だ
さい。

1. Model 606 の側面にある AC スイ ッ チをオフにし ます ( 図 7-1)。

図 7-1 ： Model 606 AC スイ ッ チ

2. お客様の AC 電源コ ンセン ト から電源コー ド を抜きます。

3. モニ タ前面に 「注意 ： 使用できません」 の標識を配置し ます。

4. 機器の通電が切断され、 再起動できないこ と を確認し ます。
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 7.5. 一般的な操作保守手順

現地の法律で許可されている場合、 本項のメ ンテナンス手順は、 適切に訓練された、 取扱
資格のあるユーザーレベルの担当者が実施できます。

 7.5.1. Model 606 の清掃

本機を清潔に保ち適切に稼働できる状態を維持する こ とは重要です。 本機の全体的な寿命
を延ばし、 結果と し てよ り長い稼働時間につながり ます。 日々の掃除作業を怠った場合、
サービス契約が無効になる場合があ り ます。 従って、 次のメ ンテナンス作業を少な く と も
1 日に 1 回行う こ とが極めて重要です。

1. 隙間用ツールを付けた掃除機で、 本体の露出し た部品から埃やゴ ミ を吸い取って く だ
さい。

2. 多目的洗剤で外面やパネルを掃除し て く だ さい。

- 必要に応じ て、 汚れのある場所に変性アルコールを使って く だ さい。

- 非引火性の市販の洗浄液を使用し て本機を清掃する こ と もできます。 エアゾール
ク リーナーや圧縮空気は、 可燃性の性質を持つ製品が多いため、 OPEXModel 606
の掃除に使わないで く だ さい。 本機を操作する前に OPEX 装置にエアゾールク

リーナーを使用し た場合、 本機の誤作動や怪我の発生につながる危険があ り ます。

ガラスやプ ラスチ ッ クの表面を掃除するには、 Fantastik® や Formula 409® のよ う な

洗剤ク リーナーを使用し て く だ さい。 部品の劣化の原因と なる こ と を防ぐため、 洗剤
ク リーナーを使用される こ と を推奨し ます。

- センサーに付着し た埃やゴ ミ をふき取り ます。 ゴ ミ の蓄積は紙詰ま りの原因と な
り ます。 汚れやゴ ミ が溜まる と センサーが覆われて効果的に作動し な く な り、 本
機の性能が劣化し ます。

本機の操作、 保守、 または ト ラブルシューテ ィ ングを行う前に第 2 章 ： 「安
全と怪我の予防」 のすべての安全上の注意と手順を読み、 従って く だ さい。
これを怠る と、 重大な怪我や死亡につながる可能性があ り ます。

警告

ベル ト やローラーの作動中に洗剤や同様の液体に浸し た布でこれらの可動部品を清掃す
る こ とは絶対に避けて く ださい。 布や類似する物を可動部分に使用し た場合、 怪我をす
る可能性があり ます。 ベル ト や滑車などの部品を掃除するには、 装置が静止し ている間
に行って く だ さい。
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3. 機器の電源を抜いた状態で、 封筒の経路に異物がないか慎重に確認し て取り除きます。

4. カ ッ ターゴ ミ 箱を空にし ます。 ミ ルカ ッ ターチ ッ プは、 出力シュー ト を通って機器か
ら出て、 機器の底部に取り付けられたゴ ミ 箱に回収されます。 定期的にゴ ミ 箱を確認
し、 空にし て く だ さい。 ゴ ミ 箱を空にし ないと、 チ ッ プがカ ッ ターの出力シュー ト を
塞ぎ、 それ以上チ ッ プがゴ ミ 箱に入らな く な り ます。 これによ り、 カ ッ ター自体が詰
まる可能性があ り ます。

カ ッ ターが詰ま った場合は、 OPEX の認定サービス技術者にお問い合わせ く だ さい。
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 7.5.2. 統計プ リ ン ター用紙の交換
用紙が切れた場合、 プ リ ン ターは自動的に検出し ます。 「プ リ ン ターに用紙があ り ません」
とい う メ ッ セージが表示されます。 下記のステ ッ プでは、 Model 606 のプ リ ン ター用紙を
交換する方法が説明されています。 プ リ ン ターには機器の側面からアクセスできます。

1. プ リ ン ター ド アを開きます。 プ リ ン ターの引き出しは底面にヒ ンジで結合されていま
す。 引き出しが開いて、 ヒ ンジを下に振り ます。

2. 古いペーパーロールがプ リ ン ト ヘ ッ ド を介し て供給されているか確認し て く だ さい。

- プ リ ン ト ヘ ッ ド に全 く 用紙がない場合は、 ステ ッ プ 4 に進んで く だ さい。

- プ リ ン ト ヘ ッ ド に用紙が残っている場合は、 ステ ッ プ 3 に進んで く だ さい。

3. 残った用紙を取り出し て く だ さい。
a. 用紙をプ リ ン ト ヘ ッ ドから引っ張った り、 手動で用紙をプ リ ン ターローラーに給紙し

よ う と し た り し ないで く だ さい。
b. 図 7-2 に記されているよ う に、 用紙を破るか切っ てから、 古いロールをプ リ ン ターか

ら取り出し て く だ さい。

図 7-2 ： 用紙を取り出す

c. リ リ ースレバーを下に押し倒し て、 残った用紙をプ リ ン ターから取り出し て く だ さ い。
d. プ リ ン ターから用紙を取り出し たら、 リ リ ースレバーを カチ ッ と音が鳴るまで上に上

げて く だ さい。

4. 新しいペーパーロールを金属シャ フ ト に置いてロールをプ リ ン ターに取り付け、 用紙
がロールの上部から供給されるよ う にし て く だ さい （図 7-2 参照）。 用紙は自動的にプ

リ ン ターに供給されます。

5. 用紙を更に進めたい場合は、 SUPERVISOR( 監督者 ) > STATISTICS MENU( 統計メ

ニュー ) > PRINT DATA( プリ ン ト データ ) > PAPER FEED( ペーパーフ ィ ード ) 画面にア

クセス し、 ENTER を押し続けて統計プ リ ン ターが用紙をプ リ ン ト ヘ ッ ド にある程度送

る こ と を確認し て く だ さい。

6. Enter ボタ ンを離し て、 プ リ ン ター ド アを閉めます。

リリースレバー

フィードスロット

ここで用紙を切る
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 7.5.3. 高速イ ン ク ジ ェ ッ ト プ リ ン ターカー ト リ ッ ジヘ ッ
ド の清掃

印刷が可能なジ ョ ブ （図 7-3 参照） の場合は、 PRINT の選択肢で印刷カー ト リ ッ ジヘ ッ ド
を ク リーニングできます。 このク リーニングは、 ユーザーがカー ト リ ッ ジから イ ン ク を吐
き出させて、 イ ン クの流れを改善する こ とによ って行われます。

図 7-3 ： メ イ ン画面で PRINT = ON

1. メ イ ン画面で、 矢印ボタ ンを使って PRINT を選択し て、 Enter を押し ます。

2. Enter キーを、 「PRINT ： SPIT」 が指示と一緒に表示されるまで数回押し ます （図 7-4
参照）。

図 7-4 ： メ イ ン画面で PRINT = SPIT

3. プ リ ン ターの下に適当な紙を置いて、 下矢印キーを押し ます。 プ リ ン ターが詰まって
いる場合は、 何回か繰り返し行う必要があるかも しれません。

4. 結果が良好であれば、 Cancel ボタ ンを押し ます。
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 8.1. 全般的な情報

ジ ョ ブは、 次のよ う な さ まざまな原因による予期し ないイベン ト の発生によ って中断され
る こ とがあ り ます。

 8.1.1. 担当者の取扱資格

ト ラ ブルシューテ ィ ングの手順には特別な資格が必要であ り、 以下の者のみが実施する必
要があ り ます。

• 認定された担当者

• 機械取扱有資格者 （記載がある場合）

• 電気取扱有資格者 （記載がある場合）

• ユーザー ( 記載がある場合 )

本機の操作、 保守、 または ト ラブルシューテ ィ ングを行う前に第 2 章 ： 「安
全と怪我の予防」 のすべての安全上の注意と手順を読み、 従って く だ さい。
これを怠る と、 重大な怪我や死亡につながる可能性があ り ます。

▶各タ スクに示されている取扱資格レベルに従って く だ さい。

• ジ ョ ブ / システム構成関連 • ド キュ メ ン ト 条件の問題

• ユーザーエラー
• ネ ッ ト ワーク またはソ フ ト ウ ェ アの通

信の問題

• フ ィ ー ド / 用紙経路関連 • ハー ド ウ ェ アまたは電子機器の問題

• ソー ト 関連
• ホス ト コ ンピ ュータ / ソ フ ト ウ ェ ア関

連

「1.6.2. スキルと取扱資格」 （15 ページ） を読んで理解し てから、 本機の ト
ラブルシューテ ィ ングを実施し て く だ さい。 これを怠る と、 重大な怪我や
死亡につながる可能性があ り ます。

▶本取扱説明書全体を通し て、 安全上のすべての指示に従って く だ

さい。
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 8.2. ト ラブルシューテ ィ ング
表 8-1 に、 OM606 の実行時に表示される可能性のあるエラーを示し ます。 参考までに、 セ
ンサーの位置を図 8-1 （131 ページ） の表の後に示し ています。

表 8-1 エ ラー メ ッ セージの説明

エ ラー メ ッ セージ
エラー
コー ド

説明

PLEASE CHECK MAIL 
FEEDER… EMPTY 1

ジ ョ ブの実行中、 フ ィ ーダーがフ ィ ー ド空のタ イム
アウ ト 設定値 （初期設定値は 5 秒） よ り も長 く 空の
場合に表示されます。

PLEASE CHECK MAIL 
FEEDER… JAMMED 2

ジ ョ ブの実行中、 フ ィ ーダーが動作中、 カウン ター
センサーが 5 秒以上ブロ ッ ク されている場合に表示
されます。

PLEASE CHECK FEED 
EXIT 3

ジ ョ ブの実行中、 フ ィ ー ド出口センサーがブロ ッ ク
されているか、 または封筒がフ ィ ー ド出口センサー
で詰まっている場合に表示されます。

THICKNESS DETECT 
OVER RANGE 4

厚さ検出でジ ョ ブを実行中、 ゼロ読み取りが TMD 最
大のゼロ読み取りパラ メータ値 （初期設定値は 40）
を超えている場合に表示されます。

THICKNESS DETECT 
UNDER RANGE 5

厚さ検出でジ ョ ブを実行中、 ゼロ読み取りが TMD
最小ゼロ読み取りパラ メ ータ値 （初期設定値は 5）
を下回る場合に表示されます。

PIECE TOO SHORT OR 
MISSED TMD 6

長さ検出または厚さ検出でジ ョ ブを実行中、 1 つの
封筒の長さ または厚さデータの処理が失敗する と表
示されます。

REMOVE PIECE 
HEIGHT SENSOR AREA 7

ジ ョ ブの実行中、 高さ センサーが最大センサーブ
ロ ッ ク時間のパラ メ ータ値 （初期設定値は 500ms）
よ り も長 く 覆われている場合に表示されます。

PLEASE CLEAR THE 
CUTTER AREA 8

ジ ョ ブの実行中、 カ ッ ターセンサーが最大センサー
ブロ ッ ク時間のパラ メータ値 （初期設定値は 500ms）
よ り も長 く 覆われている場合に表示されます。

PLEASE CLEAR THE 
COUNTER AREA 9

ジ ョ ブの実行中、 カウン ターセンサーが最大セン
サーブロ ッ ク時間のパラ メ ータ値 （初期設定値は
500ms） よ り も長 く 覆われている場合に表示され
ます。

PLEASE CLEAR 
LENGTH SENSOR 
AREA

10
ジ ョ ブの実行中、 長さ センサーが最大センサーブ
ロ ッ ク時間のパラ メ ータ値 （初期設定値は 500ms）
よ り も長 く 覆われている場合に表示されます。
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UNEXPECTED 
ENVELOPE AT 
COUNTER

11
ソー ト （高さ、 長さ、 厚さ） を含むジ ョ ブの実行
中、 カウン ターパスセンサーでは封筒の先端部が検
出されたが、 カ ッ ターパスセンサーでは検出されな
い場合に表示されます。

PLEASE CLEAR THE 
SIDE OF THE BIN PATH 12

ジ ョ ブの実行中、 側面の容器経路センサーが最大
センサーブロ ッ ク時間パラ メ ータ値 （初期設定値
は 500ms） よ り も長 く 覆われている場合に表示さ
れます。

AUDIT TRAIL PRINTER 
NOT DETECTED 13 印刷を含むジ ョ ブの実行中、 プ リ ン ターが検出され

ない場合に表示されます。

AUDIT TRAIL PRINTER 
CARTRIDGE DOOR 
OPEN

14 印刷を含むジ ョ ブの実行中、 プ リ ン ターカバーが開
いている場合に表示されます。

AUDIT TRAIL PRINTER 
FAULT DETECTED 16 印刷を含むジ ョ ブの実行中、 プ リ ン ターボー ドがエ

ラー状態を示す場合に表示されます。

AUDIT TRAIL PRINTER 
COMM FAULT 17 ジ ョ ブの実行中、 プ リ ン ターボー ドが通信プロ ト コ

ルに関連するエラーを示す場合に表示されます。

COULD NOT MAKE 
SORT DECISION 18

ソー ト を含むジ ョ ブの実行中、 カウン ターパスを通
る封筒に対し て、 ソー ト 決定を行うのに十分なデー
タが収集されなかった場合に表示されます。

このエラーの ト リ ガーは、 例外閾値ジ ョ ブパラ メ ー
タの設定と、 設定されている例外の数によ って異な
り ます。 例外閾値ジ ョ ブパラ メ ータのデフ ォル ト 値
は 5 です。

BATCHER FUSE 
BLOWN OUT 19 フ ィ ーダーヒ ューズが飛んだ場合に表示されます。

表 8-1 エ ラー メ ッ セージの説明

エ ラー メ ッ セージ
エラー
コー ド

説明
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図 8-1 ： センサーの位置 （ソー ト 機能付き OM606）
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 9.1. 全般的な情報
本機には廃電気電子機器 （WEEE） の記号が付けられています。 本機には環境に
悪影響を及ぼす可能性のある物質が含まれています。

機械関連部材および部品の適切な リサイ クル方法の詳細については、 当社のウ ェ
ブサイ ト の指示に従って く だ さい。 電池および廃電気電子機器 （WEEE） に関す

る規制と義務

専門的な廃止措置については、 OPEX はメ ーカーの担当者を要請する こ と を推奨し てい
ます。

機械の解体は、 技術訓練と経験に基づき、 安全規制、 事故防止規制、 ガイ ド ラ イ ン、 およ
び VDE 規制や DIN 規格などの一般に認められている技術規制について十分な知識を持つ
担当者のみが行う こ とができます。

担当者は、 必要な作業や活動を行う際に、 危険を認識し、 回避できるよ う に、 割り当てら
れた作業を評価する必要があ り ます。

 9.1.1. 安全上の注意

注記

機械関連部材および部品の廃棄には注意が必要です。

機械関連部材および部品は、 環境への影響を減らすため、 持続可能で環境に配慮し た方法
で廃棄し なければな り ません。

▶特に以下の場合は、 地域の規制に準拠する必要があ り ます。

- 潤滑油やギヤー ド モータ を扱う場合。

- 溶剤で洗浄する場合。

- 電気電子機器を扱う場合。

▶電気部品、 ゴム材料、 プ ラスチ ッ クなど、 材料を適宜分別し ます。

▶可燃物は毎日処分し て く だ さい。

▶地域の規制と要件に従って く だ さい。
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